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工事名：令和 7 年度 スポーツ施設整備事業 安宿区民プール解体工事 

 

特  約  事  項 

 

 受注者は、工事施工業者の社会的責任において信義、誠実に施工するとともに次の事項に

ついて十分遵守すること。 

 

1 本工事の施工にあたり、適用を受ける関係法令等を遵守し、工事の円滑な進行を図

ること。また、関係法令等に基づく関係官公署等への必要な届出手続きを遅滞なく

行うこと。 

  

2 工事内容及び工程等については、施設利用に支障のないよう調整に努め、事前に隣

接施設の施設管理者へ通知すること。 

  

3 工事期間中も地域センターを使用するため、停電、断水等に配慮し、施設管理者と

協議・了解を得た上、施設利用に支障のないように努めること。 

  

4 仮囲い等の仮設物の設置に関しては、図面 A-18 を基に施設利用者、通行車両、通

行人等への安全確保を最優先に、施設管理者及び監督職員と十分協議の上、安全対

策に万全を期して行うこと。 

  

5 現場作業時間は、原則 8:30～17:00 とする。ただし、やむを得ない事情等により終

了時刻を超える場合であっても 18：00 を限度とするが、現場条件及び工程の進捗

状況等により、監督職員の了承が得られた場合はこの限りではない。 

  

6 交通誘導警備員の配置人数は、工事着手後、規制を要する日から合計 10 人を見込

んでいる。ただし、現場条件の変更等により、交通誘導警備員の人数変更が必要と

なった場合には、事前に監督職員と協議を行った上で変更対象とする。 

  

7 現場着手に先立ち、施工計画（工程計画・品質管理計画・仮設計画・安全管理計画

等）作成のための現地調査等を十分に行うこと。なお、調査に際しては、施設管理

者と調査方法・日時等を協議し、施設利用に支障のないように行うこと。 

  

8 近隣から苦情等が発生した場合は、誠実に対応すると共に、監督職員と十分協議の

上、受注者の責任において処理すること。 

  

9 万一、工事が原因で、近隣及び公共施設等に損害を与えた場合は、受注者の責 

任において補償すること。 
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10 工事が原因で関係者及び近隣住民等への日常生活に影響を及ぼす恐れのある次の

事項などに十分留意し、看板の設置等による工事内容の事前周知、関係者に説明、

協議を行い、工事の進捗を図ること。 

・騒音、振動、防塵、電波障害等 

・工事関係車両の進入路及びやむを得ない通行止め 

・工事関係車両の駐車禁止及び待機場所の確保 

・公共施設などに影響を及ぼした場合の復旧 

  

11 本工事に支障ある埋設物及び障害物などの処理は、監督職員の指示に従い施工する

こと。 

  

12 土工事等で発生した排水を水路・側溝に放流するときは、濁水処理を行うこと。ま

た、工事車両が敷地から道路に出る際には、道路に土砂等を出さないよう、十分留

意すること。また、道路に土砂等が出た場合は、適宜清掃を行うこと。 

  

13 本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。 

① 受注者は、建設工事請負契約約款第 47 条に基づき、法定外の労災保険の契約

締結をしたときは、その証券又はこれに代わるものを速やかに監督職員に提示

しなければならない。 

② 法定外の労災保険は、政府の労働者災害補償保険とは別に上乗せ給付等を行う

ことを目的とするものであり、（公財）建設業福祉共済団、（一社）全国建設業

労災互助会、全日本火災共済協同組合連合会、（一社）全国労働保険事務組合

連合会又は保険会社との間で、契約を締結しているものとする。 

  

14 労働安全衛生法施行令第13条第３項第28号における墜落制止用器具の着用は、「墜

落制止用器具の規格」（平成 31 年１月 25 日厚生労働省告示第 11 号）による墜落制

止用器具（フルハーネス型墜落制止用器具、胴ベルト型墜落制止用器具及びランヤ

ード等）とする。 

  

15 グラウンド及び既存地域センターは、工事期間中においても、近隣住民の通行、利用が

あるため、安全に注意し、通行を妨げないこと。 

  

16 解体予定の既存側溝は、付近の田の用水路となっているため、図面 A-18 を基に、仮設

の迂回経路を設置してから解体作業に着手すること。 

  

17 

 

 

 

 

本工事完了後に同敷地内にて、地域センターを新築する予定である。工事期間中（令和

7 年 10 月ごろ）において、別途設計業務（安宿地域センター新築設計業務）にて、地

質調査を実施するため、調査位置等の意思疎通を図り、互いが円滑に施工できるよう努

めること。なお、本工事に影響が出る場合は、監督職員と協議を行うこと。 
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18 建設発生土（搬出）（建設発生土リサイクルプラント、建設発生土受入地または建設発

生土受入地（一時たい積）） 

 当該工事により発生する建設発生土は、公の関与する埋立地、建設発生土処分先一覧

表に掲載されている建設発生土リサイクルプラント、建設発生土受入地または建設発生

土受入地（一時たい積）の最も経済的になる建設発生土リサイクルプラント、建設発生

土受入地または建設発生土受入地（一時たい積）を見込んでいる。したがって、正当な

理由がある場合を除き残土処分に要する費用（単価）は変更しない。 

 

当該工事で見込んでいる再資源化施設、運搬距離 

（名称）㈲ドイ産業リサイクル施設 

（所在地）〒739-2316 

 東広島市豊栄町安宿 211 

（運搬距離）1.6 ㎞ 

  

19 本工事は、週休２日適用工事（発注者指定型）であり、「東広島市週休２日適用工事等

実施要領（営繕工事）（最新版）」に従うこと。 
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特 記 仕 様 書 

 
 
＜現場代理人の常駐義務の緩和＞ 
監督職員等と携帯電話等で常に連絡がとれることに加え、次に掲げるいずれかの事由に

該当する場合には、建設工事請負契約約款第１０条第３項に規定する「現場代理人の工事
現場における運営、取締り及び権限の行使に支障がなく、かつ、発注者との連絡体制が確
保されると認めた場合」として取扱う。 

(1) 請負金額が４，５００万円（建築一式工事にあっては、９，０００万円）未満（た
だし、入札公告において技術者を施工現場に専任で配置するとしたものは該当しない
ものとする。） 

(2) 契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの
期間 

(3) 建設工事請負契約約款第２０条第１項又は第２項の規定により、工事の全部の施工
を一時中止している期間 

(4) 橋梁、ポンプ、ゲート、エレベーター等の工場製作を含む工事であって、工場製作
のみが行われている期間 

(5) 前３号に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間 
(6) その他、特に発注者が認めた期間 

 
＜現場代理人の兼務＞ 
１ 受注者は、上記(1)に該当することにより現場代理人の工事現場への常駐を要しない

こととされた場合であって、かつ、次に掲げる条件をいずれも満たすときは、本件工事
における現場代理人について、現場代理人兼務申請書（様式第１号）に必要な書類を添
付して、他の東広島市・広島県水道広域連合企業団・広島県発注の工事の現場における
現場代理人又は技術者等との兼務を発注者に申請することができる。ただし、一円の地
域を対象とする工事（工事場所を「○○一円」とする工事）を除く。 
(1) 兼務する工事が東広島市・広島県水道広域連合企業団・広島県のいずれかの発注で
あること 
(2) 兼務する工事件数が本件工事を含め５件（災害復旧工事に係る件数を除く。）以内

であること 
(3) 兼務する全ての工事現場が同一町内（※）であること。ただし、兼務する工事現場

が同一町内を越えるときは、全ての工事現場間が直線距離で５ｋｍ以内であること 

(4) 兼務する工事が広島県水道広域連合企業団又は広島県発注工事である場合は、当該
工事の発注者である広島県水道広域連合企業団又は広島県が兼務を承認したことを
証する書面の写しを提出できること 

(5) 監督職員等の求めにより、速やかに工事現場に向かう等適切な対応ができること 
なお、(4)に掲げる書類については、兼務を予定する工事の発注者の承認手続に時間

を要するなど、やむを得ない事情があると認められる場合には、申請後の提出も認める
ものとするが、兼務する工事の発注者の承認後、速やかに兼務を承認したことを証する
書面の写しを提出すること。 
 また、兼務の申請先が同一の発注者である場合には、兼務を希望するいずれかの工事
について、申請を行えば足りるものとする。 

２ 受注者は、前項に掲げるほか、工事箇所が１０ｋｍ以内で密接な関係のある他の公共
工事（建設業法施行令（昭和３１年政令第２７３号）第２７条第２項が適用される工事
として、同一の専任の主任技術者による工事の管理が認められるものに限る。）におい
て現場代理人又は主任技術者として配置されている期間であって、かつ、次に掲げる条
件をいずれも満たすときは、本件工事における現場代理人について、別記様式第１号に
必要な書類を添付して、他の公共工事の現場における現場代理人又は技術者等との兼務
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を発注者に申請することができる。 
(1) 兼務する工事件数が本件工事を含め２件以内であること 
(2) 兼務する工事箇所が東広島市内であること 
(3) 兼務する工事が同一の発注者によるものでない場合は、兼務先の発注者が兼務を承

認したことを証する書面の写しを提出できること 
(4) 監督職員等の求めにより、速やかに工事現場に向かう等適切な対応ができること 

なお、(3)に掲げる書類については、兼務を予定する工事の発注者の承認手続に時間
を要するなど、やむを得ない事情があると認められる場合には、申請後の提出も認める
ものとするが、兼務する工事の発注者の承認後、速やかに兼務を承認したことを証する
書面の写しを提出すること。 
 また、兼務の申請先が同一の発注者である場合には、兼務を希望するいずれかの工事
について、申請を行えば足りるものとする。 

３ 発注者は、受注者からの申請に基づき、兼務する各工事の内容、工程等を勘案し、現
場代理人の兼務について承認の適否を決定し、承認する場合は現場代理人兼務承認書
（様式第２号）により、承認しない場合は現場代理人兼務非承認書（様式第３号）に承
認しない理由を記載の上、速やかに受注者に通知する。 

４ 発注者は現場代理人の兼務について、次に掲げる事由に該当すると認めたときは、現
場代理人兼務承認取消書（様式第４号）により、その承認を取消すものとする。 
(1) 兼務を予定する工事の発注者が兼務を承認しないことが明らかになったとき 
(2) 兼務を承認した日から起算して１４日（東広島市の休日を定める条例（平成元年東

広島市条例第６号）第１条第１項に規定する市の休日を除く。）を経過した後におい
ても、兼務先の発注者が兼務を承認したことを証する書面の写しが提出されないとき 

(3) 兼務申請において、重要な事項について虚偽の申告をし、又は重要な事実の申告を
行わなかったことが判明したとき 

(4) 兼務の承認後、重要な事項や重大な状況の変化について報告を行わない等、必要な
報告を怠ったことが判明したとき 

(5) 著しい状況の変化により、兼務を承認することが適当でなくなったとき 
(6) その他、発注者が兼務を承認することが適当でなくなったとき 

５ 重要な事項について虚偽の申告を行う等、不適切な申請を行った者、又は、兼務の承
認後に重要な事項や重大な状況の変化について報告を行わない等、必要な報告を怠った
者に対しては、請負契約に基づく是正措置の請求や指名除外等の必要な措置を行うこと
がある。 

 

※ 同一町内における町とは西条町、八本松町、志和町又は高屋町にあっては昭和４９年４

月２０日前の町の区域とし、黒瀬町、福富町、豊栄町、河内町又は安芸津町にあっては

平成１７年２月７日前の町の区域とする。 
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特 記 仕 様 書 

 

主任（監理）技術者の配置等 

１ 主任（監理）技術者の専任期間等 

専任が義務付けられた工事に配置される技術者の専任期間について、次に掲げる場合で、打

合せ簿等により、その旨を明確にしたときは専任を要しないものとする。 

なお、工期の終期が到来する前に工事完成検査が終了した場合の配置期間は、引渡しを受け

た日までとする。 

(1) 契約書上の工期の始期から現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の

搬入または仮設工事等が開始されるまでの間） 

(2) 工事用地等の確保が未完了、自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により、工事を全面的

に一時中止している期間 

(3) 橋梁、ポンプ、ゲート、エレベータ等の工場製作を含む工事であって、工場製作のみが行

われている期間 

なお、工場製作の過程を含む工事の工場製作過程においても、建設工事を適正に施工するた

め、主任（監理）技術者がこれを管理する必要があるが、当該工場製作過程において、同一

工場内で他の同種工事に係る製作と一元的な管理体制のもとで製作を行うことが可能である

場合は、同一の主任（監理）技術者がこれらの製作を一括して管理することができる。 

(4) 工事完成後、検査が終了し、事務手続きなどの残務があり、引渡しを受けるまでの期間 

 ２ 主任（監理）技術者の変更の特例 

次に掲げる場合で、打合せ簿等により、その旨を明確にしたときは、主任（監理）技術者の

変更ができるものとする。 

(1) 受注者の責によらない理由により工事中止または工事内容の大幅な変更が発生し工期が延

長されたとき 

(2) 橋梁、ポンプ、ゲート、エレベータ等の工場製作を含む工事であって、工場から現地へ工

事の現場が移行する時点 

なお、いずれの場合も発注者と請負者との協議により、交代の時期は工程上一定の区切りと

認められる時点とするほか、交代前後における主任（監理）技術者の技術力が同等以上に確

保されるとともに、工事の規模、難易度等に応じ一定期間重複して工事現場に設置するなど、

工事の継続性、品質確保等に支障がないと認められることが必要である。 
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建設副産物の取り扱いに関する特記仕様書 

 

１ 再生資源利用計画及び再生資源促進計画 

  受注者は、コンクリート、コンクリート及び鉄から成る建設資材、木材、アスファル

ト混合物等を工事現場に搬入する場合には、法令に基づき、再生資源利用計画を作成し、

施工計画書に含め監督職員に提出しなければならない。また、受注者は、建設発生土、

コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、建設発生木材、建設汚泥又は建設混

合廃棄物等を工事現場から搬出する場合には、法令に基づき、再生資源利用促進計画（５

の確認結果票を含む）を作成し、施工計画書に含め監督職員に提出しなければならない。

なお、その内容に変更が生じたときは、速やかに利用計画及び促進計画を変更し、監督

職員に報告しなければならない。 

 

２ 計画の掲示及び公表 

 受注者は、１の再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を工事現場の見やすい場

所に掲示（デジタルサイネージによる掲示も可）し、公衆の閲覧に供するとともに、イ

ンターネットの利用により公表するよう努めるものとする。 

現場掲示様式については、次の URL を参考に作成すること。 

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/recycle/d03project/d0306/page_03060101credas1top.htm 

 

３ 実施書の提出 

受注者は、再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を作成した場合には、工事完

了後速やかに実施状況を記録した再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実施書を監

督職員に提出しなければならない。なお、受注者は、再生資源利用実施書及び再生資源

利用促進実施書の作成後、工事完成から５年間保存しなければならない。 

 

４ 工事現場の管理体制 

受注者は、再生利用の促進を行うため、工事現場における建設副産物責任者を置くこ

とにより、管理体制を整備するとともに、当該責任者に対し、再生資源利用計画及び再

生資源利用促進計画の内容について現場担当者の教育を十分行うこと及び、関係する他

の施工者及び資材納入業者もこれを周知徹底することを指導するものとする。 

 

５ 建設発生土搬出に関する関係法令の手続きの確認及び確認結果票の作成 

  受注者は、再生資源利用促進計画の作成にあたり、建設発生土を工事現場から搬出す

る場合は、あらかじめ次に掲げる事項を確認し、また各事項の確認の結果を記載した書

面（確認結果票）を作成しなければならない。 

※確認結果票は「広島県の調達情報」に掲載している。 

なお、対象となる工事は請負代金額が 100 万円以上、または建設発生土の搬出が 500m3
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以上の工事を対象とする。 

 

(1) 工事現場内の土地の掘削その他の土地の形質の変更が土壌汚染対策法（平成 14 年法律

第 53 号）第３条第７項又は第４条第１項の規定による届出を要する場合にあっては、

当該届出がされている。 

(2) 再生資源利用促進計画に記載しようとする搬出先における建設発生土の搬入に係る行

為に関する次に掲げる事項 

(1) 当該行為が宅地造成及び特定盛土等規制法（昭和 36 年法律第 191 号。以下「盛土規

制法」という）第 12 条第１項、第 16 条第１項、第 30 条第１項又は第 35 条第１項

の規定による許可を要する場合にあっては、当該許可を受けている。 

(2) 当該行為が盛土規制法第 21 条第１項、第 27 条第１項、第 28 条第１項又は第 40 条

第１項の規定による届出を要する場合にあっては、当該届出がされている。 

(3) 上記(1)、(2)に掲げる事項のほか、再生資源利用促進計画に記載しようとする搬出先

が適正であることを確認するために必要な事項その他の建設発生土の搬出に関する事

項 

 

６ 運搬業者への通知 

 受注者は、建設発生土の運搬を行う者に対し、再生資源利用促進計画及び確認結果票

の内容を通知するものとする。またその内容に変更が生じたときには、速やかに運搬を

行う者に通知するものとする。 

 

７ 確認結果票の掲示及び公表 

受注者は、確認結果票を工事現場の見やすい場所に掲示（デジタルサイネージによる

掲示も可）し、公衆の閲覧に供するとともに、インターネットの利用により公表するよ

う努めるものとする。 

 

８ 確認結果票の保管 

受注者は、確認結果票を建設工事の完成後５年間保存するものとする。 

 

９ 建設発生土の搬出先に対する受領書の交付請求 

 受注者は、建設発生土を再生資源利用促進計画に記載した搬出先へ搬出したときは、

速やかに当該搬出先の管理者（搬出先が工事現場である場合は、当該工事現場の受注者）

に対し、次に掲げる事項を記載した受領書の交付を求めるものとする。 

(1) 建設発生土の搬出先の名称（搬出先が工事現場である場合は、建設工事の名称。）及

び所在地 

(2) 建設発生土を搬出先の受注者の商号、名称又は氏名 

(3) 建設発生土の搬出元の名称及び所在地 
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(4) 建設発生土の搬出量 

(5) 建設発生土の搬出が完了した日 

10 建設発生土の搬入元への受領書の交付 

受注者は、建設発生土を利用計画に記載した搬入元から搬入したときは、速やかに当

該搬入元の管理者（搬入元が工事現場である場合は、当該工事現場の受注者）に対し、

前号に掲げる事項を記載した受領書を交付するものとする。 

 

11 受領書の内容確認 

受注者は、搬出先から受領書の交付を受けたときは、再生資源利用促進計画に記載し

た内容と一致することを確認する。 

 

12 受領書の保管 

受注者は、受領書又はその写しを建設工事の完成後５年間保存するものとする。 

 

13 建設発生土の最終搬出先までの確認 

受注者は、建設発生土が再生資源利用促進計画に記載した搬出先（次の(1)から(4)のい

ずれかに該当する搬出先を除く。）から他の搬出先へ搬出されたときは、速やかに、当

該他の搬出先への搬出に関する９（1）～（5）に関する事項を記載した書面を作成する

とともに、当該書面を当該再生資源利用促進計画に係る建設工事の完成後５年間保存す

るものとする。建設発生土が更に他の搬出先へ搬出されたときも、同様とする。 

(1) 国又は地方公共団体が管理する場所であって、受入れ完了後に当該国又は地方公共

団体が受領書を交付する場合 

(2) 受注者の管理下にある他の工事現場で利用するために一時堆積する場合 

(3) ストックヤード運営事業者登録規定により国に登録されたストックヤード 

(4) ９の受領書の土砂の利用種別が「盛土利用等」である建設発生土受入地（再搬出し

ないもの） 
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アスベスト成形板処理作業仕様書 

1. この工事については石綿等（アスベスト成形板）が使用されている建築物の解体工事であり、以下の法律を

遵守し労働者の健康保護及び一般環境への汚染防止に努めること 

① 労働安全衛生法・石綿障害予防規則 

② 大気汚染防止法 

③ 建設工事に係る資材の再生資源化等に関する法律（リサイクル法） 

④ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法） 

2．アスベスト成形板の撤去方法 

（１）アスベスト成形板の撤去は、内装及び外部建具等の撤去にさきがけて行う。 

（２）建物内部で撤去作業を行う場合は、外部建具を閉鎖するとともに、ガラスの破損箇所又は換気扇枠等

で粉塵が外部に飛散するおそれがある箇所をビニールシート等で塞ぐものとする。 

（３）アスベスト成形板の撤去は、可能な限り撤去又は破断を伴わない方法で行うものとし、原則として「手ば

らし」とする。なお、建物外部のアスベスト成形板を撤去する場合は、できる限り、原型のまま撤去する。 

（４）撤去作業中は、散水その他の方法により、アスベスト成形板を常に湿潤な状態として作業を行う。 

（５）撤去作業者には、防塵マスク、防護メガネ及び作業衣を着用させる。 

（６）撤去作業後、アスベスト成形板の破片、破断粉及び作業衣等に付着した粉塵が残存しないよう、真空掃

除機等により、清掃及び後片付けを十分に行う。  

（7）解体現場周辺に粉塵等の飛散を防止するために解体する建物の高さ以上に飛散防止幕を設置し撤去

物を十分湿潤化できる散水装置を設置する。 

3．アスベスト成形板の集積、運搬等 

（１）撤去したアスベスト成形板の集積及び積み込みに当たっては、高所より投下しないことの他、粉塵の飛

散防止に努める。 

（２）細かく破砕されたアスベスト成形板は、湿潤化の上、丈夫なビニール袋に入れる等、飛散防止の措置を

講じる。 

（３）撤去したアスベスト成形板を運搬するまでの間、現場内に保管する場合は、一定の保管場所を定め、一

般の内装材と分別して保管するものとし、シートで覆う等、飛散防止の措置を講じる。また、保管場所には、

アスベスト成形板の保管場所であることの表示を行う。 

（４）アスベスト成形板の運搬に当たっては、運搬車両の荷台全体をシート等で覆い、飛散防止に努める。 

（５）アスベスト成形板の撤去、集積、積込み及び保管等の処理が完了した場合は、速やかに監督員に報告

し、確実に処理されたかの確認を受ける。 

4．アスベスト成形板の処分等 

（１）アスベスト成形板は、一般産業廃棄物として安定型処分場で処分する。なお、マニフェストには、アスベ

スト成形板であることを明示する。 

（２）撤去されたアスベスト成形板の処分が完了した場合には、マニフェストを監督職員に提出し、処分が確

実に行われたかの確認を受ける。 

5．必要な作業主任者 

石綿作業主任者もしくは、特定化学物質等作業主任者の資格を取得したものを選任すること。 
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工事中情報共有システムに関する特記仕様書 

 

1 工事中情報共有システム（受注者希望型） 

 （１）本工事は、工事中情報共有システムの対象（受注者希望型）である。 

 （２）契約締結後速やかに、事前チェックシートにより監督職員と協議を行い、情報共

有システムの利用の可否の結果について、工事打合せ簿等により整理をすること。 

 （３）本工事で使用する情報共有システムは次のとおり。 

    広島県工事中情報共有システム（一般社団法人 広島県土木協会） 

    http://www.hdobokuk.or.jp/koujijyouhoushisutemu2.html 

 （４）工事中情報共有システム利用に必要な費用は設計金額に含まれている。なお、 

情報共有システムを利用しない場合は、請負代金額の変更対象とする。 

 （５）利用にあたっては「東広島市発注工事における広島県工事中情報共有システム利

用実施要領（建築工事）」に基づくこと。 

 （６）運用にあたっては「広島県工事中情報共有システム運用ガイドライン」に基づく

こと。 

   この場合においては、次のとおりとする。 

    １）「1.3.適用する基準」のうち、「土木工事監督規定（広島県）」および「土

木工事監督実施要領（広島県）」は「東広島市建設工事監督事務取扱要綱」と、

「土木工事検査規定（広島県）」とあるのは「東広島市建設工事検査規定」と、

「土木工事検査技術基準（広島県）」とあるのは「土木工事検査技術基準（東

広島市）」と読み替えるものとする。 

    ２）「CAD 製図基準（国土交通省）」および「CAD 製図基準に関する運用ガイドラ

イン（国土交通省）」は適用しない。 

    ３）「4.検査」は適用しない。 

    ４）検査は、監督職員と協議のうえ、紙媒体による検査と電子検査の併用とする

ことができるものとする。 

    ５）受注者は、工事中情報共有システムにより処理した工事完成図について、電

子成果品として納品するほか、紙の成果品も納品すること。 
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２　工事場所

１　工事名称

Ⅰ　工事概要

３　構造・規模

　５　別途工事

Ⅱ　解体工事仕様

　２　特記仕様

　　(3)項目欄に記載の（　　　）内番号は共通仕様書の当該項目を示す

ア　工事に際し，工事関係者以外の第三者の生命，身体及び財産の危害，並びに迷惑を防止するために必要な措置をとること。

イ　上記について，「建設工事公衆災害防止要綱（平成５年１月１２日付　建設事務次官通達）」に基づき実施すること。

工事に際し，隣接建物等に損傷を与えた場合は，速やかに現状復旧を行うこと。

(2)解体仕様書で「特記がなければ，」以下に具体的な材料・品質性能・工法検査方法等を明示している場合において，それらが，関係法令等

　（条例含む）に抵触する場合には，関係法令等の遵守（1.1.13）を優先する。

(3)本工事の場合には工事中下記に示す調査を行うため，営繕課より連絡があれば対応すること。

　・ 公共事業労務費調査……工事中に実施（調査票等の記入提出，発注者の調査実施への協力等）

(1)項目は番号に○印のついたものを適用する。

(2)特記事項は○印のついたものを適用する。

　○印のつかない場合は＊印のついたものを適用する。

　○印と＊印がついた場合は○印のついたものを適用する。

　○印と＊印がついた場合は，共に適用する。

　営業所・本店を有する業者に発注するものとする。

７　現状復旧

８　その他

６　公衆災害防止措置

Ⅰ
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

　県産業廃棄物埋立税が課税されるので，適正に処理すること。

　なお，本工事では，広島県産業廃棄物埋立税相当額を見込んでいる。

(3)本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物については，広島

工事工程表

施工計画書９

　(１.２.１)

　(１.２.２)

施工条件１０

　(１.３.５)

　建設工事公衆災害防止対策要綱及び建築工事安全施工技術指針を参考に，建設副産物適正処理実施要領

　に基づき事前調査のうえ，事故防止及び環境保全に十分配慮した解体工法並びに建設廃棄物の処理等に

　（仮設計画，安全･環境対策，工程計画，解体計画，発生材の処分計画）

(5)作業現場には，労働安全衛生法に基づく作業主任者等を置き，作業の安全管理に努めること。

安全確保１１

　(１.３.６～１.３.８） 　周囲の建物，通行者等に損傷を与えないように注意して，工事施工をすること。なお，万一損傷が生

箇所及び児童の通学路と重複する箇所には、誘導員を配置する等の措置を講じること。

　低騒音型・低振動型建設機械の使用（近接住民の生活環境の保全の必要性がある場合）

(2)工事中は、騒音、振動の発生、粉塵の飛散（散水）、道路の汚染等の防止に努めること。

(3)歩行者等の通行に支障を生じないよう誘導員を配置し適切な処置を講じること。特に道路幅の狭い

(4)ダンプトラック等による過積載の防止を図ること。

①つり足場（ゴンドラのつり足場を除く），張出し足場又は高さ５ｍ以上の構造の足場の組立て，解体

　を行う場合，コンクリート造又は鉄骨造の工作物（その高さが５ｍ以上のもの）の解体作業を行う場

　合は，労働安全衛生法第１４条に基づく技能講習を終了したものとする。

②木造建築物の解体作業を行う場合は，平成３年１月２１日付け基発第３９号「安全衛生教育の推進に

　ついて」及び平成元年９月５日付け基発第４８５号「木造建築物の解体工事の作業指揮者に対する安

　全教育について」に基づく安全教育を終了した者とする。

(3)その他図示による

８

(1)受注者は，現場代理人を工事現場に常駐させ，工事現場内外及び下請け業者の管理を十分に行い，

　じた場合は，受注者の責任において処理すること。

工事の記録

　(１.２.３)

　（2）工事に関して，第三者から説明の要求又は苦情があった場合は，直ちに誠意をもって対応する。

　（1）地域住民等と工事の施工上必要な折衝をおこなうものとし，あらかじめその概要を報告する。

近隣との折衝

　(１.３.３～１.３.４)

電気保安技術者等

・電気保安技術者　　＊適用しない　　　・適用する

施工の検査

検査に必要な資機材、労務等を提供すること。

　(１.６.２)

中間技術検査

１４

１３

１５

１６

工程報告

埋設物等の報告

に報告すること。

１８

１７

２０

１ 事前措置 （1）給水管，ガス管，電気ケーブル，下水道等の供給管等の切断及び桝，配管等の撤去は本工事に含む。

　①　配管等の切断及び汚水管，排水管等の末端処理については，供給者と事前に協議すること。

　③　配管等の切断位置や，切り回し必要箇所等は図示による。

（2）落下するおそれのある付属物は撤去すること。

（3）解体に際して周辺環境に害虫等による影響が予想される場合は駆除等を行う。

（4）電気設備のコンデンサ等は残留電荷の確認を行い，必要に応じて放電する。

（5）衛生器具等は，十分に洗浄を行い，汚水，汚物等による異臭の発生を防止する。

（6）浄化槽，排水槽等の解体に係る汚水及び汚物等の残留物は，施設管理者が回収，洗浄等を行うため，

時期等について協議すること　

Ⅲ
　
解
体
施
工

　(３.２.１)

３ （３．３．１）

杭，基礎等２

　(３.９.１～３.９.２)

　　①　杭を残置する場合は，杭の種別・杭径，杭の位置，杭頂部高さ，深さ等の記録を整備し，

　　③　残置する杭頭は，キャップ等で被いコンクリートを打設すること。

（1）基礎の解体撤去は、騒音・振動等に配慮して分別解体し，砂利地業・割り石まで行なうこと。

構内舗装等４ （1）アスファルトコンクリート及びコンクリート等の解体は本工事とし，分別解体する。　

（2）樹木等の伐採伐根及び移植　 　＊有り（図示による）　　・無し

５ 地下埋設物 撤去する地下埋設物

　・浄化槽　　・排水枡　　・ハンドホール　　・オイルタンク　　・埋設廃棄物　　・（　　　　）

対応策を協議すること

　なお，時間変更する必要がある場合は監督職員の承諾を受けること

　について具体的に定めた施工計画書を作成し，あらかじめ監督職員に提出し承諾を得ること。

工事用電力設備の保安責任者として関係法令等に基づく有資格者を定め，監督職員に報告する

工事施工に当っての近隣との折衝は次による。また，経過について記録し，遅滞なく監督職員に報告する。

監督職員による随時の立入り検査を行う。

＊行わない　　　・行う（回数及び時期については監督職員の指示による。）

工事の施工に当たり，図面にない地下構造物，埋設配管等を発見した場合は，直ちにその状況を監督職員

　②　水道，ガス，下水等の切断位置等は木杭等で明示する。また，記録を残し監督職員に提出する。

　　　写真と共に監督職員に提出する。

　上記以外で設計図書に記載されていない地下埋設物の存在を確認した場合は，監督職員に報告し，地下埋設物調査 ・行わない

・行う　図示する範囲内において，整地前に敷地境界から２ｍの距離を置き，幅１ｍ，深さ1.5ｍで，

１９

１２

工事写真のネガは工事完成後，受注者において２年間保管すること。

(5)保管　

(4)その他の写真

　隣接建物等に損傷の恐れがある場合は,施工前,施工後の写真を監督職員の指示により提出すること。

　　②　残置杭の中，杭の破砕跡は，現場発生の良質土で埋め戻すこと。

(2)工事中写真

(1)工程写真

　工事の進捗に伴い工事全体状況及び主要工程の写真（カラー・サービス版）を期間別工事工程報告書に

　添付するものとする。

全般的な解体工事の状況，建設副産物処理及び事前措置，解体手順の各段階における施工が完了した

なお，基礎や地下構造物等の撤去については，撤去物の全般に亘り，その位置・深さが明確に分かり

撤去前と撤去後の状況が確認できる写真とすること。

写真，水中又は地下に埋設される部分,分別解体を行っていることが確認できる状況写真，その他工事

までに提出するものとする。

　（規格・提出部数）　・A4版クリアファイル　部　・A4版写真台紙　部　・アルバム　部

（写真規格）　・カラーサービス版　　・カラーキャビネ版　　　・　　

着工前及び完了時の状況を同一方向から撮影したものを提出すること。

(3)完成写真

　（撮影箇所）　監督職員が指示する箇所

【提出部数】:１部

によるものとする。

下記のものを監督職員に提出する。工事中写真及び完成写真の作成は「営繕工事写真作成要領」

　(１.３.６)

　(１.５.４)

・次の建設廃棄物は上記によるものを除き再資源化する

設計図書の優先順位

３ 工事の着手，施工，完成に当たり，関係機関への必要な手続等を遅滞なく行うこと。また，これらの

　　　

６

工事用車両の出入り等について当該工事関係者と十分調整し，工事の円滑な施工に努めること。

別契約の関連工事

５ 表示板の設置

４

　(１.１.３)

　(１.１.７)

　(１.１.４)

発生材の処理等７

　(１.３.１０)

　(４.１.３～４.５.１)

（3）小型二次電池

工事実績情報の登録

２

　（・建設発生土　・コンクリート塊　・アスファルトコンクリート塊　・建設発生木材）

（1）建設リサイクル法による特定建設資材廃棄物及び建設発生土

（2）金属類

・再資源化された建設廃棄物の現場での利用　　＊無し　　・有り（　　　　　　　　　　　）

・産業廃棄物広域認定制度の適用　　＊無し　　　・有り（　　　　　　　　　　）

・引渡しを要するもの（・PCBを含む機器類，PCB含有ｼｰﾘﾝｸﾞ材，　　　　　　　　　　　　　　　）

する費用は受注者の負担とする。

受注者は，受注時又は変更時において請負金額が５００万円以上の工事について，工事実績情報サービ

官公署その他への届出手続等

・処理に注意を要する建設廃棄物　　＊無し　　・有り（・CCA処理木材　・ひ素，ｶﾄﾞﾐｳﾑ含有石膏ﾎﾞｰﾄﾞ）

(1)本工事で発生した建設廃棄物は，広島県（環境県民局）及び保健所設置政令市（広島市，呉市，福山

　市）が，廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設（許可対象とならない中間処理施設にあっては，廃

棄物処理法に定められた基準に従った適正な施設）で処理すること。ただし,建設廃棄物が,破砕等（選

別を含む)により,有用物となった場合,その用途に応じて適切に処理するものとする。(原則，県内処分)

(2)本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，前記(4)に掲げる施設のうち受入条

件が合うものの中から，運搬費と受入費（平日の受入費用）の合計が最も経済的になるものを見込んで

いる。従って，正当な理由がある場合を除き再資源化に要する費用（単価）は変更しない。

ス（CORINS）に基づき，受注，変更，竣工，訂正時に工事実績情報として「工事実績データ

手続等を行うに当っては，届出内容についてあらかじめ監督職員に報告すること。なお，手続き等に要

本工事は別契約の工事に施工上密接に関連するため，監督職員の調整に協力すると共に，工程計画及び

現場の見えやすい位置に，監督職員が指示する次の表示板及び建設業法その他法令等に定める表示板を

」を作成し，監督職員の確認を受けた後に登録機関に登録申請し，登録機関発行の「登録内容確認書」

者の変更があった場合とする。

を監督職員に提出しなければならない。また，途中変更時の登録が必要な場合とは，工期の変更，技術

項目 特記事項

適用基準等１

 図面，本特記仕様書，標準仕様書及び改修標準仕様書に記載のない事項は次の基準による。

 ・

解体順序

（３．１１．１）

（３．１２．１）

　(２.３.１)

１ 騒音・粉塵等の対策

（仮囲い等の安全施設） ・解体工事着手前に建物周囲に次の騒音・粉塵等の対策を行う。

　（・防音パネル　　＊防音シート　　・メッシュ金網，養生シート　）

・防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲及び高さ等

・解体工事着手前に工事対象区域内に仮囲い（・H＝　　　　　　　　　　・図示　）を設置すること。

　（＊建物全周囲に建物高さ以上　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　・図示　　　）

Ⅱ
　
仮
設
工
事

　(２.２.１)

基発第0424001号）により，「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり，中さん

及び幅木の機能を有する足場とし，足場の組立て，解体又は変更の作業は，「手すり先行工法による足

場の組立てに関する基準」の２の(2)又は(3)の方式により行うこと。

２ 工事用水 原則，既設給水管設備は利用できない。ただし，利用可能な場合は，水道料金及び使用水量に応じ

３

ポンプ運転に要した電力使用量は，受注者の負担とする。

　枠組み足場を設ける場合は，「手すり先行工法に関するガイドライン」(厚生労働省平成21年4月24日

　また，上記足場の設置や点検等については，労働安全衛生規則を遵守して実施すること。

・騒音・振動計を設置すること。（設置箇所は図示による）

監督職員事務所 ＊設けない　　　・設ける（　　　　　㎡程度）備品類等は監督職員の指示を受けて設置すること。

＊配置する　　・配置しない

　配置計画

　　＊大型車両進入時　　（　　）人／日

　　・常時配置　　　　　（　　）人／日

４

－

(1)この工事の施工に際し，やむを得ず工事の一部（主体的部分を除く）を第三者に請け負わせようとする場合は，原則として東広島市内に主たる

　工事全体を把握して作成し，監督員の承諾を受ける。

工事履行報告書を毎月１回１部提出すること。

４　工事種目

(1)建物解体･撤去工事一式（内訳は別図による）

 ＊建設工事公衆災害防止対策要綱　＊建設副産物適正処理実施要領

 ＊建築工事安全施工技術指針　　　＊再生資源利用促進実施要領

・指定建設資材廃棄物（木材が廃棄物となったもの）の縮減　　　＊無し　　・有り

交通誘導警備員

 ・公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　最新版　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

１　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は，全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事

　　共通仕様書・同解説」（最新版）（「解体仕様書」という。）による。

建築物解体工事共通仕様書・同解説　最新版　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

契約不適合責任調査

解体仕様書解体手順における（ア）（ａ）解体設備は図示又はリストによる。　

１建築解体・撤去工事特記仕様書（1）

プール附属棟建物　ＣＢ造　平家建て　延べ面積 41.71㎡

プール本体　　　　ＲＣ造　　水面積：大プール215.0㎡，小プール15.0㎡　他

・その他建設廃棄物の再資源化　　＊無し　・有り（・蛍光ランプ,HDランプ　・硬質塩化ビニル管,継手）

(1)作業時間は，原則午前８時半から午後５時までとすること。

(1)質問回答書　(2)特記仕様書　(3)図面　(4)共通仕様書

終了後では確認できない事項，その他監督職員が指示する箇所は,A4版写真台紙にまとめて検査依頼日

掲げること。　　＊工事概要等の表示板

令和７年度　スポーツ施設整備事業

基づき処理を行うこと。また，工事完了後に管理票の写しを提出すること。

特定家庭用機器再商品化法（平成10年6月5日法律第97号）に指定する機械機器を処分する場合は，同法に

機器の処分

家電リサイクル法対象

竣工図は残置及び設置工作物等，工事完了時に敷地内に存する物（埋設物も含む）の種類，位置及び

すること。

完成時の提出図書

供給管の切断箇所等の今後当該敷地を管理していく上で必要な事項を明記した配置図を作成し，提出

２１

２２

＜　＞は公共建築改修工事標準

仕様書（建築工事編）の該当項

目を示す

＜1.8.1～3＞

　試掘時期

※機械掘削　　　・人力掘削

試掘方法

　※完成検査時　　・（　　　　　）

なお，試掘は建築物１棟ごとに１箇所以上，外構（排水施設，舗装等）で１箇所以上行い，試掘する

箇所については，検査員の指示による。

試掘  地中に解体撤去すべき工作物等がないことを確認するため，次の時期及び方法により試掘を行う。２３

2 2 1・竣工図：　　部（Ａ３版：　　部，　　版：　部，ＣＤ－Ｒ：　部）　　・完成図書　　部

検査を行うため、発注者から連絡があれば対応すること。

・引渡し後　概ね1年目後

・引渡し後　概ね2年目後（設備機器本体等は除く）

（2）杭の解体　　・残置させる　＊解体する（・引き抜き工法（ｵｰｶﾞｹｰｼﾝｸﾞ工法）　　・破砕工法）

Ｒ７年

令和７年度　スポーツ施設整備事業　安宿区民プール解体工事

(2)土曜日及び日曜日に作業を行わないこと。ただし，あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は，こ

の限りではない。

東広島市豊栄町安宿

　　・作業期間　　　　　（ 10 ）人



A3版： 71%

査図： 部長： 課長： 主任： 担当： 日付： 図番：

－Ａ

縮尺：

A2版：100%
有限会社
一級建築士事務所広島県登録 18(1) 第 0951 号

一級建築士登録 第 85366 号

元 廣 清 志

図面名：工事名：

安宿区民プール解体工事
元廣建築設計事務所
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項目特記事項項目 特記事項項目

Ⅲ
　
解
　
体
　
施
　
工

特殊な建設副産物の

回収及び処分（７．３．１）

７

整地・埋戻し・盛土７

建設発生土

６

８

９

１

（５．１．２）

処分等

特別管理産業廃棄物の２

（５．４．１）

３ 廃石綿等

４ ＰＣＢ含有機器類

ＰＣＢ含有シーリング材５

６

埋設配管

解体後の囲障

ダイオキシン類

回収及び処分の必要な特殊な建設副産物は，関係法令に従い適切に回収・処分すること。又，施工調査

（1）解体撤去後の跡地は整地（整地厚１０cm程度）すること。（なお盛土する場合は図示による）　

・持ち込み土（山砂の類） ・現場発生の良質土 ・他現場の現場発生良質土 ・再生コンクリート砂

（2）土砂流出の恐れのある部分は，土のう等で処置すること。　

・リサイクルプラントが販売する処理土

・場内指示の場所に堆積

　　　　　搬出場所：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の公の関与する埋立地

・当該工事により発生する建設発生土は，次の公の関与する埋立地に搬出するものとする。

＊当該工事により発生する建設発生土は，「建設発生土処分先一覧表」に掲載されている施設の

いずれかに搬出するものとする。また，搬出先として，運搬費と受入費（平日の受入費用）の合計

が最も経済的になる建設発生土リサイクルプラント又は建設発生土受入れ地（一時たい積を含む）

を見込んでいる。したがって，正当な理由がある場合を除き残土処分に要する費用は変更しない。

　なお，工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により，上記の仕様に拠り難い場合は，

　　　　　　　　　　　・特定化学物質等　

　特殊な建設副産物　　・フロン，ハロン等の特定物質　・放射性物質　・六ふっ化硫黄（SF6）　

　　　　　　　　　　　・廃酸，廃アルカリ　

　特別管理産業廃棄物　・廃石綿等　・ＰＣＢを含む機器類　・ＰＣＢ含有シーリング材　・廃油　

（1）特別管理産業廃棄物等とは，特別管理産業廃棄物及び特殊な建設副産物をいい，その種類は次によ

る。これらについて，設計図書及び目視により，施工調査を実施し調査結果を調書に取りまとめ，

（2）発注者による調査（発注者調査）で判明している特別管理産業廃棄物等は次のとおりであり，

適切に処理すること。また，下記については施工調査結果と共に調査結果（調書）に反映させること

　　　　　　　　　　　②ＰＣＢを含む機器類　（＊無　　・有（　　　　　　　　　　　））

　　　　　　　　　　　③ＰＣＢ含有シーリング　（＊無　　・有（　　　　　　　　　　　））

　　　　　　　　　　　⑤廃酸，廃アルカリ　（＊無　　・有（　　　　　　　　　　　　　））

　　　　　　　　　　　④廃油　（＊無　・有（熱源の残油（オイルタンク及び配管内含む）

・特別管理産業廃棄物　①廃石綿等　（＊無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　））

・特殊な建設副産物　　①フロン等の特定物質　（＊無　・有（・パッケージ型空気調和機の冷媒　

　　　　　　　　　　　③六ふっ化硫黄(SF6)　　（＊無　　・有（　　　　　　　　　　　））

　　　　　　　　　　　④特定化学物質等　　（＊無　　・有（　　　　　　　　　　　　））

　　　　　　　　　　　　・ルームエアコンディショナーの冷媒　）　

処分等の必要な特別管理産業廃棄物は，関係法令に従い適切に処分すること。又，施工調査によって，

事前調査対象機器は次による。

・　　　　　　・　　　　　　　　

　　（・図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・撤去範囲は，次のとおりとし，ＰＣＢ含有シーリング材はＰＣＢが飛散しないように適当な容器に

・分析調査箇所数（　計　　　　箇所）　分析調査箇所　　　*図示

ＰＣＢ含有シーリング材の分析調査及び撤去は次による。

囲障を設置する場合の仕様等

種別　・木杭+ロープ　　・木杭+番線張り　　・（　　　　　）

高さ　　Ｈ＝（　　　）

設置範囲　　※図示　　・敷地境界全域

・撤去　　　・存置

協議すること。

廃棄物焼却施設等の解体方法の指定

解体作業

・第１管理区域（レベル１）・第２管理区域（レベル２）・第３管理区域（レベル３）　・（　　　）

廃棄物焼却炉からの排出物の処分
最終処分上等の名称 所在地（距離）品目

・もえがら
・ばいじん

　　　　　　　　　　　②放射性物質　（＊無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　））　

施工調査１ 目視及び設計図書等により，あらかじめ事前に次の事項について施工調査を行い，調査結果をとりまと

（1）使用部位の確認

（2）種別，厚さ等の確認

（3）使用数量の確認

（4）施工範囲と工事管理区分の確認

分析必要部屋名等（　*図示　　　　　　　　）　分析必要箇所（　　　　　　箇所）

＜９．１．１＞

測定方法は，公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）最新版による。

２

３ 除去工事共通事項

②排出事業者は，特別管理産業廃棄物管理責任者の資格を有する者を選任し管理させること。

規則（平成17年厚生労働省令第21号。以下「石綿則」という。）に基づく特別の教育を受けた者

とする。また，除去作業者は，一般健康診断，石綿健康診断，じん肺健康診断を受診した者とし

，肺機能に異常がない者とする。

調査等の結果に基づき作成し，監督職員の承諾を受けること。

　作業中等の表示を行う。

　措置，ばく露防止措置等）」を周辺住民の見やすい場所に掲示する。

③「建築物等の解体等の作業に関するお知らせ（労働基準監督署への届出内容，粉じん飛散抑制

４

（1）専門工事業者

を証明する資料を監督職員に提出すること。

（2）作業主任者及び特別管理産業廃棄物管理責任者

①石綿作業主任者技術講習又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者技能講習を修了した

（3）除去作業者

（4）施工計画書

（5）表示及び掲示

（6）保護具・保護衣

　測定点の取り方

（1）処理作業前

・処理作業室内（　点）

・施工区画周辺又は敷地境界（　点）

・処理作業室内（　点）

（3）処理作業後（離隔シート撤去前）

（2）処理作業中

＊処理作業室内（　点）

＊セキュリティーゾーン入口（　点）･･･空気の流れを確認

＊負圧・除じん装置の排出口（　点）･･･除じん装置の性能確認

＜９．１．２＞

（4）確認及び後片付け（6.3.4）

　ともに，産業廃棄物管理票（マニュフェスト）の写しを添付した廃棄物処理報告書を提出する。

⑤養生を行っていない足場，仮設材を清掃した後に解体搬出する。

　着面を内側にして折りたたみ，プラスティック袋に入れる。

　又は粉じん飛散抑制剤吹付け後，沈降した時点で行う。　なお，シートは，取り外して粉じん付

④壁面等の養生用のプラスティックシートの撤去は，負圧除じん装置を十分に吸引・ろ過した時点

　粉じん飛散抑制剤を散布する。

③養生用のプラスティックシートに付着した粉じんの再飛散を防止するために，シート全面に

②監督職員の立会いのうえで，除去及び封じ込め等が十分行われたかを，目視により確認する。

①除去作業が終了後，高性能真空掃除機で床等の清掃を行う。

⑥床養生用ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸシートは，粉じん付着面を内側にして折りたたみ，ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ袋に入れる。

⑦養生用のプラスティックシート等の廃棄物は，４（1）⑥により処理等を行う。

⑧後片付け終了後は，高性能真空掃除機で床等の清掃をする。

　ート等を用いて囲う。

ていることを目視により確認する。

　　除去物の処理　（＊密封処理（二重袋梱包）　・セメント固化）

　　隔離を行うこと。

②　作業場の隔離　（・行う　　＊行わない）

（1）養生等（6.4.2）

（2）除去工法（6.4.3）

（4）確認及び後片付け（6.4.5）

（1）養生等（6.5.1）

ート等を用いて囲う。

　　粉じんの飛散防止に努める。

　十分に湿潤化した状態で作業を行う。

①原則，散水等により湿潤化した後に手ばらしで行い，やむを得ず破壊しなければならない場合は

５

６

・設置する　　・設置しない　　・工事中の仮囲いを存置

　　設計図書に記載されていない地下埋設物の存在を確認した場合は，監督職員に報告し，対応策を

監督職員と協議するものとする。

監督職員に提出する。

判明した箇所も，処分方法等を監督職員と協議し，同様に処分すること。

によって判明した箇所も，処分方法等を監督職員と協議し，同様に処分すること。

除去作業が終了後，高性能真空掃除機で床等を清掃し，監督職員立会いのうえで，除去が十分行われ

　　受入条件（※平日受入　　　・　　　　　　　　　）

②監督職員の現場作業の立入確認のため，保護具，保護衣を一式現場に備える。

　（特別管理産業廃棄物管理責任者設置報告書等）

①労働安全衛生法の吹付け石綿除去作業の工事計画届（労働基準監督署）

②「石綿則」第５条第１項の規定による作業届（労働基準監督署）

③大気汚染防止法の特定粉じん排出等作業実施届出（都道府県知事）

④その他，各自治体の条例又は要綱等により義務付けられている届出

　防止するため，プラスティックシート等を用いて隔離する。

②隔離した作業場内は，HEPAフィルターを備えた負圧除じん装置により，常時負圧を保つ

　室及び更衣室の３室で構成するセキュリティーゾーンを設置する。

④更衣室には洗眼又はうがいの設備を設ける。ただし，現場内の他の場所にこれら設備を設ける

　場合はこの限りではない。

⑤洗浄室にはエアシャワー設備又は温水シャワー設備を設ける。

　⑥除去物の処理（6.3.2）

　＊密封処理（二重袋梱包）　・セメント固化

＊「建設・解体工事に伴うアスベスト廃棄物処理に関する技術指針・同解説」

（7）官公署その他への手続き

（8）適用基準等

（1）作業場の隔離，養生等（6.3.1）

＊図面による　　・共通仕様書による

　施工場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（2）除去工法（6.3.2）

　なお，工事発注後に明らかになったやむをえない事情により，上記の指定によりがたい場合は，

　防止の措置を講ずる。

　　処分場所（　　　　　　　　　　　　）　　　運搬距離（　　　　　　　　　　　　）

　の表示を行う。当該工事により発生する石綿を含む廃棄物は，下記の処分先を見込んでいる。

に記載の粉じん飛散防止に関し隔離措置と同等の措置と判断できる工法により行う。

「建築物の改修・解体時における石綿含有建築用仕上塗材からの石綿粉じん飛散防止処理技術指針 」

（1）養生等

飛散防止のため，養生シート等を用いて囲う。

７

　・埋立処分（管理型最終処分場）　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

等(下地調整塗材も含む)

の除去

めて監督職員に提出する。

　監督職員と協議すること。

　　納め，適切な場所に保管し，調書を作成の上，合わせて監督職員に引渡すこと。

（2）除去工法（施工場所：※図示　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（３．１２．１）

（３．１３．１）

（３．１３．１）

施工計画調査

（５．４．１） 廃石綿等の処理は，６章「石綿含有建材の除去及び処理」による。

（５．４．１）

（５．４．１）

（５．４．１）

（６．１．３）

石綿粉じん濃度測定

＜９．１．１＞

（６．１．４）

Ｖ
　
石
綿
含
有
建
材
の
除
去
及
び
処
理

（６．２．１～６．２．８）

石綿含有吹付け材の除去

Ⅴ
　
石
綿
含
有
建
材
の
除
去
及
び
処
理

石綿含有保温材等の除去

（６．３．１～６．３．４）

＜９．１．３＞

＜９．１．４＞

（６．４．１～６．４．５）

石綿含有成形板の除去

＜９．１．５＞

（６．５．１～６．５．５）

・石綿含有分析調査（　*不要　・必要（内容は下記による）　）

Ⅴ
　
石
綿
含
有
建
材
の
除
去
及
び
処
理

分析方法　*JIS　A1481-1「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による定性分析

＊石綿粉じん濃度測定を行い，記録し監督職員に報告する。

石綿含有建材の除去を直接行う専門工事業者については，工事に相応した技術を有すること

　者のうちから，石綿作業主任者を選任し，管理させること

　（ただし，石綿含有成形板の処理工事を除く。）

石綿含有建材の除去に従事する作業者（以下「除去作業者」という。）は，石綿障害予防

施工に先立ち，処理工事に伴う石綿粉じんの飛散防止対策を盛り込んだ施工計画書を施工

①石綿作業主任者名と職務内容，関係者以外立入禁止，喫煙・飲食の禁止，石綿除去

②石綿の有害性，取扱い上の注意事項，使用すべき保護具の掲示を行う。

①作業者は，作業内容に応じた呼吸用保護具，保護めがねを使用するとともに石綿が付着し

　にくく，付着した石綿が容易に除去できる作業衣又は保護衣を着用する。

①除去に伴い石綿の作業場から外部への飛散防止及び処理を行わない他の部位への汚染を

③隔離した作業場内への出入りによる石綿粉じんの二次汚染を防止するため，前室，洗浄

（3）除去した石綿等の保管，運搬，処分等（6.3.3）

①除去した石綿含有吹き付け材等を搬出するまでの間，現場に保管する場合は，一定の保管

　場所を定め，シートで覆う等飛散防止措置を講ずる。また，石綿等の保管場所であること

②石綿を廃棄物として排出した時は，その都度，排出量と処理先を監督職員に報告するとと

①石綿含有保温材等の除去に伴い，石綿の作業場から外部への飛散防止のため，養生シ

　※石綿含有保温材等の除去にあたり，掻き落し・破砕・切断による方法の場合は，作業場の

　※作業場の隔離を行う場合は，４「石綿含有吹き付け材の除去」を適用する。

（3）除去した石綿等の保管，運搬，処分等（6.4.4）

４「石綿含有吹き付け材の除去」(3)除去した石綿等の保管，運搬，処分等による。

石綿含有成形板の除去に伴い，石綿の作業場から外部への飛散防止のため，養生シ

②除去した石綿含有成形板の集積及び積込みに当たっては，高所より落下しないことの他，

③破砕された石綿含有成形板は，湿潤化のうえ，丈夫なプラスティック袋に入れる等飛散

（3）除去した石綿等の保管，運搬，処分等（6.5.3）

石綿含有仕上塗材

石綿仕上塗材等（下地調整塗材も含む）の除去に伴い，石綿の作業場から外部への

（2）除去工法（6.5.3）

①処分は原型のままとし，処分先は監督職員の指示による。

　　※埋立処分(管理型最終処分場)

ていることを目視により確認する。

　努める。

　と分別して保管するものとし，シートで覆う等飛散防止措置を講ずる。また，保管場所には，

　　・埋立処分（安定型最終処分場）　　・　中間処理（溶融施設）

　なお，工事発注後に明らかになったやむをえない事情により，上記の指定によりがたい場合は，

　監督職員と協議すること。

除去作業が終了後，高性能真空掃除機で床等を清掃し，監督職員立会いのうえで，除去が十分行われ

　・石綿含有石こうボード

　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

②除去した石綿含有成形板を現場に保管する場合は，一定の保管場所を定め，他の廃棄物

　石綿等の保管場所であることの表示を行う。

③石綿含有成形板の運搬に当たっては，運搬車輌の荷台全体をシート等で覆い，飛散防止に

（4）確認及び後片付け（6.5.5）

　＊粉じん飛散抑制剤により湿潤化した後に手ばらし　・石綿含有吹き付け材の除去による

建築解体・撤去工事特記仕様書（2） ２

図示による

3

2

3

1

1

＊場外指示の場所に処分　・場外搬出適切処理　・場外指示の場所に敷き均し

（3）除去した石綿等の保管，運搬，処分等

保管，運搬については，４「石綿含有吹き付け材の除去」(3)除去した石綿等の保管，

運搬，処分等による。処分先については，監督職員の指示による。

ていることを目視により確認する。

（4）確認及び後片付け

　なお，工事発注後に明らかになったやむをえない事情により，上記の指定によりがたい場合は，

・埋立処分（・安定型最終処分場・管理型最終処分場）・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

除去作業が終了後，高性能真空掃除機で床等を清掃し，監督職員立会いのうえで，除去が十分行われ

　監督職員と協議すること。

集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法（集じん装置はHEPAフィルター付きとする）（隔離養生有り）

　施工場所（複層塗材Ｓｉ及び外装薄塗材Ｅ施工部　下地調整塗材）

令和７年度　スポーツ施設整備事業
Ｒ７年

・施工区画周辺又は敷地境界（4方向各1点）

・施工区画周辺又は敷地境界（4方向各1点）

3
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豊栄市民体育館

豊栄支所

486

安宿局

清武

川源局

工事場所：安宿区民プール

安宿地域センター

安宿地域センター

　１）プール附属棟建物

解体・撤去建物等の概要

コンクリートブロック造　平家建て

延べ面積 41.71㎡ 平成10年竣工

　２）プール本体

コンクリート造

水面積：大プール215.0㎡，小プール15.0㎡

　３）プールサイド他

　６）外構

　５）機械設備（上記撤去に伴うもの）

　４）電気設備（上記撤去に伴うもの）

周囲フェンス，擁壁等

工事内容

　１．建物等解体・撤去のとりこわしを行う。

（東・南側擁壁等は残置とする）

　２．東・南側擁壁等については残置とし、

　４．排水側溝は農業用水として使用しているので、

配置図　　1/250

Ｎ

凡 例

解体建物等を示す

３

　　　　（東広島市豊栄町安宿3876番地1）

レベル差があるので転倒しないように盛土を行うこと。

ポンプ庫新設の上、ポンプを設置する。

　５．既存ポンプ室の井戸は地域センター及び集会所に使用してる為、

安宿区民プール解体工事

井戸ポンプ庫新設，排水側溝一部撤去・新設，

張りコンクリート打設，盛土等新設

　３．新設法面に張りコンクリートを打設する。

令和７年度　スポーツ施設整備事業
Ｒ７年

仮設暗渠を設置後、一部撤去新設とする。



８．東・南側擁壁等については残置とし、レベル差があるので転倒しないように盛土を行うこと。施工中も同様に転倒しないよう十分注意し、対策を講ずること。

内壁・天井：コンクリート打放し仕上げ
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外部仕上表

部　位 １．

２．

３．

４．

５．

６．

仕　上

特記事項

備　考 解体作業中は、散水を充分に行い埃の発生を抑え、近隣居住者に迷惑をかけないように努める。また、コンクリート等の解体は低騒音、低振動の圧砕機を使用する。

下地略号 略号表

Ｃ ：鉄筋コンクリート下地

特記なき限り、解体建物内外の古材、設備機器、家財等は全て撤去処分とする。

７．

工事用車両出入口の安全確認を行い、交通誘導警備員を配置する。

屋 根

：コンクリートブロック下地ＣＢ

外 壁〃

〃

〃

〃

〃 軒 鼻

軒下端

モルタル

本工事に必要な工事用電力，水及び諸手続きなどの費用はすべて受注者の負担とする。

解体工事において、残置部分及び隣地工作物等を破損させた場合は、現況復旧、補修、補強をする事。
タイトフレーム，面戸，けらば包み

コンクリート直均し＋鉄骨小屋組（母屋受け：Ｌ-75x75x6，母屋：Ｃ-100x50x20x2.3）の上 

折板葺 山高≒90

犬走　床 コンクリート直均し仕上げ

〃

足洗場　床

〃 ポンプ室

階段１

階段２

〃

〃

モルタル

コンクリート直均し仕上げ

〃 管理口　床 コンクリート直均し仕上げ

洗面所　床

ポーチ・　

と い〃

〃
腰洗場・　

ｼｬﾜｰ場　床

建　物

モルタルの上 エポキシ樹脂系プール用ペイント塗り

コンクリート直均し仕上げの上 樹脂製マット

仕上表

直天ＣモルタルＣ

直天ＣＣ

直天ＣＣ

直天ＣＣ

内部仕上表（附属棟）

室　名
下地

幅木・腰

仕　上

壁

仕　上 仕　上

天　井

下地 天井高廻縁
備　考備　考

下地 下地

床

仕　上

更衣室（Ａ・Ｂ）

踏 込

便 所

機械室・管理室

モルタルの上 塩ビ製マット

モルタルの上 樹脂製マット

モルタルの上 樹脂製マット

ＣＢ

Ｃ モルタル ＥＰ-Ｇ

押出成形セメント板 t=60 ＥＰ-Ｇ

ＣＢ

Ｃ モルタル ＥＰ-Ｇ

押出成形セメント板 t=60 ＥＰ-Ｇ

ＣＢ

Ｃ モルタル ＥＰ-Ｇ

押出成形セメント板 t=60 ＥＰ-Ｇ

ＣＢ

Ｃ
モルタル ＥＰ-Ｇ

床プールサイド

プール

インターロッキングブロック（180x180x60）

（大・小）

擁　壁

床：モルタル

コンクリート打放し仕上げ

仕切フエンス H=1000
手摺：ステンレス（SUS）製パイプ 38φ

流台下排水溝：コンクリート打ち

手摺：ステンレス（SUS）製パイプ 38φ

入口蓋戸：鋼製 ＳＯＰ

ＳＯＰ ：合成樹脂調合ペイント塗り

：つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

側溝Ａ・Ｂ：プレキャスト（PRC）製 既存のまま
会所桝：コンクリート打ち 既存のまま

擁壁・側溝：コンクリート打ち 既存のまま

擁壁・側溝：コンクリート打ち 既存のまま
囲障扉ネットフェンス Ｈ=1200

擁壁上部ネットフェンス Ｈ=1200 既存のまま

スタート台，配管（ＯＦ）ピット，
コースロープフック掛け金具，背泳グリップ，
昇降口ラダーハンドル

擁壁・側溝：コンクリート打ち 一部既存のまま
擁壁上部ネットフェンス Ｈ=1200 一部既存のまま
擁壁上部目隠しフェンス Ｈ=1200 既存のまま
ベンチエリヤフェンスフレーム Ｈ=2100･2000 
既存のまま

濾過機基礎

ＥＰ-Ｇ

ＣＴ

モルタルの上 エポキシ樹脂系プール用ペイント塗り

：エポキシ樹脂系プール用ペイント塗り

揚床・立上：モザイクタイル 50x50（モルタル下地）

４

コンクリート打放し仕上げの上 複層塗材Ｓｉ（※）

コンクリート打放し仕上げの上 複層塗材Ｓｉ（※）

モルタルの上 複層塗材Ｓｉ（※）

屋根：モルタルの上 複層塗材Ｓｉ（※） 外壁：モルタルの上 複層塗材Ｓｉ（※）

コンクリート打放し仕上げの上 外装薄塗材Ｅ（※）

コンクリート打放し仕上げの上 外装薄塗材Ｅ（※）

コンクリート打放し仕上げの上 外装薄塗材Ｅ（※）

コンクリート打放し仕上げの上 外装薄塗材Ｅ（※）

軒どい：硬質塩化ビニル雨どい（折板用）Ｗ=200

たてどい：硬質ポリ塩化ビニル管 75φ

９．

１０．

令和７年度　スポーツ施設整備事業
Ｒ７年

杭の解体については引き抜き工法（オーガーケーシング工法）にて撤去し、撤去後は山砂等により充填する。

既存ポンプ室の井戸は地域センター及び集会所に使用してる為、ポンプ庫新設の上、ポンプを設置する。

ディスクグラインダーケレン工法で除去できない箇所については他工法を併用すること。

上記工法は隔離措置と同等の措置と判断できる工法であるが、アスベストレベル１と同様に隔離養生，セキュリティーゾーンの設置，集じん・排気装置の設置を行うこと。

石綿含有仕上塗材等の除去工法は、集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法（集じん装置はHEPAフィルター付き）とする。

複層塗材Ｓｉ及び外装薄塗材Ｅの全て、下地調整塗材に石綿（クリンタイル）を含有している。（仕上表の※印部分とする。）

排水側溝は農業用水として使用しているので、仮設暗渠を設置後、一部撤去新設とする。

１１．

なお南側擁壁は根入れ深さ等を監督職員に報告すること。

鉄筋の切断部については、防錆処理をしモルタル補修を行うこと。

１２．解体機械、解体材の搬出入等により路面を汚さないようタイヤの洗浄を行うこと。

１３．仮囲い範囲内のバラスは解体工事着手までに、敷地内移動させること。（移動場所については、監督職員と協議し決定すること）



溝蓋取付詳細図　　1／10

M12-＠1000

排水溝

⑤同上擁壁側蓋掛り～ｽﾁｰﾙｱﾝｸﾞﾙ Ｌ-65*65*6 擁壁当りM12 ＠1000内外
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±0+40

+60

-40-20

大プール

小プール

ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ

建　　物

洗体場等

そ の 他

合　　計

面積(㎡) 備　　　　考

215.0000

15.0000

41.7075

大小プール水面積合計=230㎡

区　　分

施設面積表

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰﾃﾞｨｯﾁ(濾水配管ﾋﾟﾂﾄ)等及び ﾍﾞﾝﾁｴﾘﾔを含む

ﾎﾟﾝﾌﾟ室を含まない

腰洗場､ｼﾔﾜｰ場､洗面(眼)所､及びﾎﾟｰﾁ

建物周辺の､ﾎﾟﾝﾌﾟ室 足洗場 階段  管理口 犬走等

水面積 (25.0m×8.6m) 2m巾4ｺｰｽ

水面積 (6.0m×2.5m)

15.5750

29.6610

237.9671

554.9106 施設周囲側溝敷(擁壁敷の一部とも)を含まず

床：インターロッキングブロック撤去

溝蓋グレーチング撤去（側溝、基礎及び擁壁は残置）

ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞW'

凡 例

撤去部分

現況仕上天端を示す

ポンプ室

５

WPA～ A　通り擁壁＆側溝

擁壁＆側溝

テントフレームは残置

④排水溝蓋敷設～ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(240U字溝 歩道用 995*225*19)　

擁壁上部フェンス撤去

擁
壁

上
部

フ
ェ

ン
ス
 
撤
去

既存のまま部分撤去部分

令和７年度　スポーツ施設整備事業
Ｒ７年
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建物桁行断面大プール横断面
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南立面図 北立面図

Ｘ方向断面図

Ｙ方向断面図

立面図，断面図

倉庫

撤去部分既存のまま部分

撤去部分既存のまま部分 撤去部分既存のまま部分

６

フェンス残置
フェンス残置

フェンス残置

フェンス残置

撤去部分 既存のまま部分

撤去部分 既存のまま部分撤去部分既存のまま部分

令和７年度　スポーツ施設整備事業
Ｒ７年



WPE( E 通ﾘ擁壁＆側溝)ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ 背面裏込め砕石 水抜きVP50-A2000

ILﾌﾞﾛﾂｸ色模様

Ｎ

ILﾌﾞﾛﾂｸ色模様

ILﾌﾞﾛﾂｸ色模様

ﾌﾞﾛｯｸ 表面着色細目肌丸面取仕上げ厚60(ｱｰﾊﾞﾝﾌﾞﾘｯｸﾌﾟﾛﾄ 基本形180(178)□同等品)

目地詰め～細目篩おろし砂　下敷きｸｯｼﾖﾝ砂厚40 　路盤～切込み砕石厚150機械締め

ILﾌﾞﾛﾂｸ色模様 ILﾌﾞﾛﾂｸ色模様
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ｺｰｽﾛｰﾌﾟﾌｯｸ掛け穴 30×15

充填ﾓﾙﾀﾙﾌｯｸ穴(水勾配)

内観断面

天端平面

Ｘ方向断面

外観断面　ｺｰｽﾛｰﾌﾟﾌｯｸ掛金物詳細図　　
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A3版： 71%

査図： 部長： 課長： 主任： 担当： 日付： 図番：

－Ａ

縮尺：

A2版：100%
有限会社
一級建築士事務所広島県登録 18(1) 第 0951 号

一級建築士登録 第 85366 号

元 廣 清 志

図面名：工事名：

安宿区民プール解体工事
元廣建築設計事務所
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※ ﾌﾚｰﾑ材～ﾌｴﾝｽ部材(PC-A2100,2000用)流用

水平ﾌﾞﾚｰｽ材～扉用､その他
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4,000 4,.0008,625

3 通芯ﾏﾃﾞ3,875 6 通芯ﾏﾃﾞ12,625
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プールサイド床 化粧ｺﾝｸﾘｰﾄｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ模様張り舗装仕様

ﾌﾞﾛｯｸ模様張りｶﾗｰﾊﾟﾀｰﾝは下記による､その他異色材線張りする部分は平面図示の通り

なお､一般部(模様張以外 平面点線図示部)ﾌﾞﾛｯｸｶﾗｰはﾗｲﾄﾌﾞﾗｳﾝ(RB)とする

模様部分ブロックカラー略号

Ｗ＝ホワイト

BL＝ブラック

模様部分の総数は 30箇所とする

2,000×4=8,000

1/30，10，100

大プール・プールサイド平面詳細図

Ｎ

ﾌﾞﾛﾂｸｶﾗｰﾟﾀｰﾝ図 　1/30

ベンチエリヤ 屋根ﾃﾝﾄﾌﾚｰﾑ伏図 　1/100

昇降口ﾗﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ 磨SUS(304)製

注水金物 磨SUS(304)ﾊﾟｲﾌﾟ25A 安全ｺﾞﾑ口輪付き 

ｺｰｽﾛｰﾌﾟﾌｯｸ掛け金物 SUS製 @2,000

配管ﾋﾟｯﾄ蓋ｿﾌﾄｶﾊﾞｰ位置

天端 磁器床ﾀｲﾙ100□貼り

ｺｰｽﾅﾝﾊﾞｰﾀｲﾙ 100□×8貼り

1/10

側溝蓋 ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 

立面　ﾓﾙﾀﾙの上 ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾌﾟｰﾙ用ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

配管ﾋﾟﾂﾄ外框 ﾓﾙﾀﾙ(ｺｰﾅｰ丸面) ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾌﾟｰﾙ用ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾌﾟｰﾙ用ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

同質ｱﾝｸﾞﾙ受枠 SUSﾎﾞﾙﾄﾛｯｸ仕様

ｺｰｽﾗｲﾝ

距離ライン

囲障ﾌｴﾝｽ PC-A-1200(ﾋﾞﾆﾙ被覆亜鉛鍍金鉄線ﾈｯﾄ)

囲障ﾌｴﾝｽ PC-A-1200(ﾋﾞﾆﾙ被覆亜鉛鍍金鉄線ﾈｯﾄ)

配管(OF)ピット蓋 鉄芯合成ゴム有孔溝蓋(ｿﾌﾄｶﾊﾞｰ 600×250×15形状品)

配管ﾋﾟｯﾄ内側框 耐蝕ｱﾙﾐ型材製 座付き半円形ﾊﾝﾄﾞﾊﾞｰ(ｺｰﾅｰ用とも)

SUS HTB-M12

SUS-M12

控金物 SUSFB40-3

SUS M12-2ﾅﾂﾄ

４ ５

Ｃ

Ｄ

Ｅ
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※ テントフレームは残置とする

令和７年度　スポーツ施設整備事業
Ｒ７年



ＷＬ

配管ﾋﾟﾂﾄ

3
0

2
0

2
4
5

3
7
0

4
2
0

5
0

1
2
5

1
7
5

430

100 1 1250 78

125305

3
1

1
5

8
0

1
9
5

6
0

5
0

40

80 80245

120 120165

405 25

3
0

100100

200205

配管ﾋﾟﾂﾄ

3
5
0

3
7
0

1
8
5

1
8
5

2
0

3
2
0

3
0

3
0

1
3
5

1
8
5

5
0

4
0
0

7
0

1
0

120

405 25

100 100

200205

2510025020025

25

600

200 400

2
2
5
～

2
7
5

3
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0 2
0
0

1
3
0

3
3
0

2
0

3
5
0

400

350 2525

配管(OF)ピット

配管（ＯＦ）ピツト外側框

ｿﾌﾄｶﾊﾞｰ

ｺｰｽﾅﾝﾊﾞｰﾀｲﾙ

背泳ｸﾞﾘｯﾌﾟ

ｿﾌﾄｶﾊﾞｰ

ｺｰｽﾅﾝﾊﾞｰﾀｲﾙ
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A3版： 71%

査図： 部長： 課長： 主任： 担当： 日付： 図番：
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一般部分断面図 スタート台部分断面 内観図
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配管(ＯＦ)ピツト
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Ｙ　Ｙ 横断面図

Ｘ　Ｘ 縦断面図大プール一般詳細図 S=1/30

配管(OF)ﾋﾟﾂﾄ内側框 座付き半円形耐蝕ｱﾙﾐ型材製(ｱﾙﾌﾛｰA同等)

給水安全ﾉｽﾞﾙ SUS 50A
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※ ﾍﾞﾝﾁｴﾘﾔ ﾃﾝﾄﾌﾚｰﾑ

PCﾌｴﾝｽ(A-2100,2000用)部材流用

平面積 1,635×8,000=13.080㎡

囲障ﾌｴﾝｽ 

 PCA-1200

1,
2
0
0

2
,
1
00

10
0

4
00

2
,0
0
0

2
5
0

8
0
0

3
0
0

60
0

365 1,635

裏込め砕石

水抜VP50@2000

ｵｰｶﾞｰ挿入 ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ根固め工法打ち

15
0

～
2
50

大プール・プールサイド断面詳細図
1/30，10

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
５４
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裏込砕石 

排
水
管

スタート台(RC造 ﾓﾙﾀﾙ下地)

天端 磁器床ﾀｲﾙ100□(周ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ)

ﾅﾝﾊﾞｰﾀｲﾙ､SUS19φ背泳ｸﾞﾘｯﾌﾟ SUS 2-M12 

ﾐｶﾞｷSUS 38φ
ﾀﾗﾂﾌﾟ同 25φ

ﾌﾟｰﾙ注水金具 磨SUSP ｺﾞﾑ安全口輪付き

ﾌﾟｰﾙ内 ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾌﾟｰﾙ用ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

集水桝格子蓋（枠）SUS製 ﾛﾂｸ式 800□

ﾓﾙﾀﾙ(伸縮目地､丸面)ﾌﾟｰﾙ用合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ塗り
ﾓﾙﾀﾙ 磁器床ﾀｲﾙ100角(外周縁ﾉﾝｽﾘﾂﾌﾟ型)

ｱﾙﾐ型材製

ｱﾙﾐ型材製

台プール壁頂部詳細図 　1/10

立面 ﾓﾙﾀﾙ(喉状部はｺﾝｸﾘｰﾄ打放し)ﾌﾟｰﾙ用合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

ｺｰｽﾅﾝﾊﾞｰﾀｲﾙ 100×100×8 表面をﾓﾙﾀﾙ同面貼りとする

蓋 鉄芯合成ｺﾞﾑ被覆有孔溝蓋(ｿﾌﾄｶﾊﾞｰ 600×250×15)

ﾌﾟｰﾙ側ﾋﾟｯﾄ框 座付き半円形耐蝕ｱﾙﾐ型材

既存のまま部分撤去部分

ＷＰE北域部

８

ﾍﾞﾝﾁｴﾘﾔ基礎

令和７年度　スポーツ施設整備事業
Ｒ７年
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OF内框 耐蝕ｱﾙﾐ合金型材 ｱﾙﾌﾛｰA(大ﾌﾟｰﾙ同断)

A3版： 71%

査図： 部長： 課長： 主任： 担当： 日付： 図番：
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縮尺：
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一級建築士事務所広島県登録 18(1) 第 0951 号

一級建築士登録 第 85366 号

元 廣 清 志

図面名：工事名：

安宿区民プール解体工事
元廣建築設計事務所
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の
上 複
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塗
材Ｓ

ｉ

床ﾓﾙﾀﾙ 磁器段鼻ﾀｲﾙ

壁 RC打放し仕上げ

床 ﾓﾙﾀﾙ

屋根
防
水
ﾓﾙﾀ

ﾙ

複
層塗

材
Ｓ
ｉ

手摺端円座

同ﾌﾞﾗｹｯﾄ

小屋組端ﾓﾔ外側ﾗｽ下地筋6φ@200

屋根折板ｹﾗﾊﾞ包み 厚0.4(屋根同質材)曲物

RC
直
均
し 防

水
ﾓﾙ
ﾀﾙの

上
 複

層塗
材
Ｓ
ｉ

RC軒裏(先) RC打放し仕上げの上 複層塗材Ｓｉ

複層塗材Ｓｉ

給水ﾉｽﾞﾙSUS25A

還水口 SUSOFﾄﾞﾚｰﾝ

取手 2個所 戸板

腰洗ｼｬﾜｰ槽内 巾木 框～ﾓﾙﾀﾙ ｴﾎﾟｷｼ系ﾌﾟｰﾙ用ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

ﾓﾙﾀﾙの上 複層塗材Ｓｉ

ﾗｽﾓﾙﾀﾙの上 複層塗材Ｓｉ

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げの上 複層塗材Ｓｉ

衝壁 RC打放し仕上げの上 複層塗材Ｓｉ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ

足洗場

1-D13

1-D13

1
2
0

30
～

60

3
0

1
20

12
0

1-D13

鋼板PL-1.6蓋戸

ポンプ室

3方縁 水返し折曲げ
15巾×25深 上口鏝面

蓋戸水返しﾘﾌﾞ挿入目地

75

錠環

75

蓋戸巾 960

開口巾 810

取手

355

435

2,005

ポンプ室、階段１回り断面図

925

6
7
5

2
6
0

既存のまま部分撤去部分

既存のまま部分撤去部分

既存のまま部分 撤去部分
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1/50，100

AW-2 AW-2 AW-2AW-2

AW3 AW3

AW-1
AD-1

北更衣室Ａ 便所 更衣室Ｂ 機械室 南機械室 更衣室Ｂ 更衣室Ａ踏込 更衣室Ａ 西

2,
3
7
0

ｻﾂｼ下枠 SUS曲物

１１

４

４

ＡＤ

ＡＤ

３３

２

２ ２

２

１

３

２

１

ＢＤＢＤ

ＡＷＡＷＡＷ

ＡＷ ＡＷ

ＡＷ

ＡＤ

ＡＤ

ＡＤ

更衣室①

階段２

階段１

足洗場

管理室

洗面所

ポーチ

便所

踏込

更衣室② 機械室

建具配置図　　1/100　

ＡＷ

符号

ＡＤ-1

ＡＤ-2

ＡＤ-3

ＡＤ-4

ＡＷ-1

ＡＷ-2

ＡＷ-3

ＢＤ-1

アルミ製片開きガラス戸

アルミ製引違いガラス戸

アルミ製両開きガラス戸

アルミ製両開き門扉（格子タイプ）

アルミ製引違いガラス窓

アルミ製可動ルーバーガラス窓

アルミ製引違いガラス窓

トイレブース両袖付き片開きフラッシュ戸

名称

1,654 x 1,920

  745 x 1,920

1,654 x 1,920

(600x2) x 1,000 

寸法
（Ｗ x Ｈ）

1,654 x 987  

745 x 836

300 x 685

数量 位置 備考

H(ｶｻｷﾞ20+ﾊﾟﾈﾙ1,920+ｶﾌﾞ60=2,000)
W(137x2+550=824) x 

1か所

1か所

1か所

2か所

1か所

4か所

2か所

2か所

機械室

管理室

管理室

ポーチ、非常口

管理室

更衣室

便所

便所

上部：型板ガラス t=4
下部：アルミパネル t=4

上部：型板ガラス t=4
下部：アルミパネル t=4

上部：型板ガラス t=4
下部：アルミパネル t=4

フロート板ガラス t=3

型板ガラス t=4

型板ガラス t=6

金物硝子・パネル

内部ロック、丁番、フランス落し、 ステンレスくつずり、
アルミ製ガラリ 300x300ドアクローザー、標準金物一式

片面ロック、丁番、標準金物一式 ステンレスくつずり

引違い錠、引手、戸車、ステンレスレール、

座付きハンドルロック、埋込ヒンジ、

標準金物一式

フランス落し、標準金物一式

標準金物一式

標準金物一式

開閉装置ｵﾍﾟﾚｰﾀｰﾊﾝﾄﾞﾙ、標準金物一式

標準金物一式
ﾗﾊﾞﾄﾘｰﾋﾝｼﾞ、ｽﾃﾝﾚｽ製笠木(頭つなぎ)、

AD-3
AD-2

機械室 機械室 東西 西踏込Ａ 便所Ａ 東便所Ａ 踏込Ａ 更衣室Ａ 東

ｻﾂｼ下枠　SUS曲物 更衣室入口沓摺り SUS曲げ物 巾60

内外仕上げ目地分れ

入口下 SUS沓摺り

室内展開図　　1/50

AD-2

更衣室Ｂ 東踏込Ａ 北

20
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70

10,050 700

イ ニ

70
0

4
,
15
0

1
,
00
0

6
5
0

１

２

天井伏図　　1/100

折板　軒先ﾌﾚｰﾑ

折板けらば 折板同質ｶﾗｰ鋼板曲げ物包み(全長)

壁頂部 折板換気面戸 (壁ﾓﾙﾀﾙ見切)

※ 天井 軒周り工事 （註）

雨樋 軒～P-200　竪～ｶﾗｰVP75

折板軒裏～ｶﾗｰ鋼板裏あらわし

鉄骨小屋組外周～ﾘﾌﾞﾗｽﾓﾙﾀﾙの上 複層塗材Ｓｉ

ｺﾝｸﾘｰﾄ軒裏 軒先～ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げの上 複層塗材Ｓｉ

内部天井～ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げの上 外装薄塗材Ｅ

建物展開図・天井伏図・建具表

ポンプ室
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※ 足洗部基礎梁FG'下端
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ＷＰＡ A通り擁壁＆側溝

ＷＰＥ E通り擁壁＆側溝

フエンス台ＷＰＮ

北側擁壁＆側溝
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0
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44,100

E'

1/100

基礎伏図
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ロ

ハ

ニ

Ｅ

Ａ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

10 2 3 4 5 6 7

基礎伏図 S=1/100

凡例

-000 … ＧＬ基準コンクリート天

… プール底板スラブ

… 土間コンクリート（配筋：D10＠200シングルクロス）

●構造特記

B'

C'

D'

杭
芯

杭
芯

杭
芯

杭
芯

杭
芯

杭
芯

杭芯 杭芯 杭芯 杭芯 杭芯 杭芯 杭芯 杭芯杭芯杭芯 杭芯 杭芯

杭
芯

杭
芯

杭
芯

杭
芯

-25

+125

+125

+125

+675

+675

+650

… 既製コンクリート杭（PHC-300φ，L=11m）位置

Ｅ

＊設計耐力：１８ｔ／本

１．杭　 … ＰＨＣ杭　300φ L=11m　総数４４本（セメントミルク工法）

 … 耐力壁：Ｃ種１５０厚 

＊補強筋：Ｄ１０ 縦＠８００以下、横＠６００以下

＊壁交叉部の補強筋はＤ１３とする。

２．組積用コンクリートブロック
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3-D10 ( ＠125)

溶接金網 D10 ＠200

砂利地業
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大プール側壁配筋図

大プールスタート台配筋図
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建物基礎梁配筋図 S=1/30

ＦＧ ＷＧ ＦＢ ３ 3'～ ２通り間持出梁３ 3'通り壁梁一般基礎梁

※ 本図に示さない部位（建物(建物周り)の床､屋根ｽﾗﾌﾞ､小ﾌﾟｰﾙ各部等）

の配筋は､それぞれの意匠詳細図記入に従うものとする｡

共通ベース筋 X,Y方向ともD10@200

主筋定着 L≧40DＦＬ

5
0 ＳＬ
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肩筋 D-13

※ 底板肩筋位置は下図による。

※ 主配筋方向は長辺方向となるので注意。

※ プール底面のレベルおよび勾配については、意匠図参照のこと。

大プール底板配筋図

大プール底板集水桝周囲補強筋 配筋図

大プール集水桝 配筋図

1/30，20

大プール・擁壁・建物基礎梁 配筋図 15
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足洗い槽部分 基礎梁(FG)丈増し

1,615

ポンプ室

71
0

ＷＰＮ

側溝Ａ

構造註

壁配筋 横筋～壁頂部 1-D13,　一般部 D10@600標準,　開口端 1-D10

縦筋～壁交差部 隅角部 入口開口端等 1-D13,　一般部D-10 標準@800 (600,400)

まぐさ配筋 上端筋～1-D13(壁頂横筋とJOINT､天井ｽﾗﾌﾞ内壁頂筋ともに2-D13とする)

下端筋～2-D13　なお 上下端筋は それぞれ上下位平行配筋とする

肋筋～D10@200を標準とする

材料品質 コンクリート～ﾚﾃﾞｲﾐｸｽﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ　FC=210ｋｇ/ｃｍ2､　捨てｺﾝｸﾘｰﾄは同160

空洞ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ～Ｃ種 150×190×390､ 基本形及び横筋用

鉄筋～ＳＤ２９５Ａ相当品

壁ﾌﾞﾛﾂｸ割図､基礎梁軸組図　S=1/100
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小屋組断面詳細図　S=1/10
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視断面図

視断面図

1/100，10

母屋～C-100*50*20*2.3､　外周材 ﾗｽ下地筋 6φ@200内外

母屋ねこ～L-75*75*6　天井RCｽﾗﾌﾞ天端 M12(2ﾅﾂﾄ高さ調整) 詰めﾓﾙﾀﾙ
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令和７年度　スポーツ施設整備事業

建物ブロック割・軸組図，小屋組伏図・詳細図 Ｒ７年
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安宿区民プール解体工事
元廣建築設計事務所 解体後平面図
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コンクリート直均し仕上げ

コンクリート打放し仕上げ

コンクリートブロック t=100 化粧積み新設
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既存部分新設部分

既存部分新設部分

階段撤去後側溝勾配に合わせえてモルタル補修新設

蓋：縞鋼板 t=4.5（取手付）…2枚（溶融亜鉛めっき仕上げ）新設

蓋縞鋼板補強：Ｌ-40x40x3（溶融亜鉛めっき仕上げ）新設

蓋：縞鋼板 t=4.5（取手付）補強共（溶融亜鉛めっき仕上げ）新設
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既製品コンクリート基礎（180x180xH450）
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戸当り付き両面回転施錠

※ 新設コンクリートは普通コンクリート、設計基準強度（Ｆｃ）18Ｎ／mm2、スランプ 15cmとする。

※ 新設鉄筋はＳＤ２９５Ａとする。
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菱形金網（3.2φx56mm目）

胴縁：38.1φx1.6

ジョイント：t=2.3

支柱：50.8φx2.3

胴縁：38.1φx1.6
（水抜穴付）

ネットフェンス詳細図　　1/50

ネットフェンス新設

令和７年度　スポーツ施設整備事業
Ｒ７年
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50 300 50

+60

既存擁壁は転倒しないよう注意し、根入れ深さ等を監督職員に報告すること。

排水側溝新設

排水側溝新設 詳細図あり

盛土（D種）新設

盛土（D種）新設

盛土（D種）新設
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図面名：工事名：

安宿区民プール解体工事
元廣建築設計事務所

1/250

踏込

町道

町道

便所

炊事場

倉庫

体育室

ステージ

器具庫

便所
更衣室

廊下

玄関

更衣室

公民館 ポーチ

Ｎ

倉庫

更衣室Ａ

更衣室Ｂ 大プール

小プール

ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ

ﾍﾞﾝﾁｴﾘﾔ

ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ

ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ

便所

機械室
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水
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階段１

階段２

国道486号線

管理口

仮囲い 鋼板 Ｈ=2.0ｍ

キャスターゲート（Ｗ=6.0ｍ，Ｈ=1.8ｍ）

既存フェンス

１．

２．

特記事項

５．

仮設工事においては現場状況を確認のうえ計画を行うこと。

粉塵対策としての散水や、工事用車両のタイヤ洗い等に伴う排水を隣接地に流出させないこと。

４．工事用車両出入口の安全確認及び道路内作業中には適宜、交通誘導警備員を配置する。

３．解体機械、解体材の搬出入等により路面を汚さないようタイヤの洗浄を行うこと。

工事関係者と近隣住民、安宿地域センター利用者及び関係者との動線交差に十分注意し、

安全対策等を行い施工すること。

凡 例

解体建物等を示す

単管足場＋防音シート（Ｈ=建物高さ以上）
単管足場＋防音シート（Ｈ=2.0ｍ以上）

単管足場＋防音シート（Ｈ=2.0ｍ以上）

単管足場＋防音シート

工事車両出入口

交通誘導警備員

車両通行ルート

安全等十分注意すること）

（安宿地域センターの関係者及び利用者の出入口となる為、

アスベスト除去用単管足場

アスベスト除去用単管足場

仮設計画配置図　　1/250

18

（計≒52.9ｍ）

（計≒14.2ｍ）
（計≒41.1ｍ）

（計≒54.4ｍ）

アスベスト除去用セキュリティーゾーン

６．足場等設置時に地盤に単管を打ち込む時は既設配管を破損させないように十分注意すること。

仮囲い 鋼板 Ｈ=2.0ｍ（指定仮設）

片開きキャスターゲート（Ｗ=6.0ｍ，Ｈ=1.8ｍ）（指定仮設）

令和７年度　スポーツ施設整備事業
Ｒ７年

仮設暗渠（高密度ポリエチレン管）

既設側溝へ接続

仮囲い範囲内のバラスは解体工事着手までに、敷地内移動させること。

※移動場所については、監督職員と協議し決定すること

仮設計画配置図

敷き鉄板　1524×6096　ｔ22（指定仮設）
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5.5□(PF16)

TEL

(16)

8□-3C(28)

8□-3C(28)

5.5□×3 E2.0(PF22)

引込線屋根馬架台撤去

　別途中国電力工事
※引込線及びメーターの撤去は

TEL

P
M
1

M
3

M
2

PB200□×100(SUS)WP

操作盤
M-1 L-1

Wh

Wh

引込線撤去(電灯)

メーター撤去(電灯)

引込線撤去(動力)

メーター撤去(動力)

・ →既設撤去(盤，照明器具，配線器具)

・露出配管配線は撤去
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P

濾過機

滅菌機

揚水P

圧力S
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安宿区民プール解体工事

幹線･動力･弱電設備平面図(撤去図) ２
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1 2凍結防止ﾋｰﾀｰ用

Ｌ

既設引込計器盤(WP)

1φ3W

送り開閉器 Ｓ

1φ3W

増設 増設

MCB3P30A

鋼板製
(WP)

5.5□ 5.5□

200V

MCB2P20A×2

井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ　600W

DV2.6-3R(架空)

CE5.5□-3C(HIVE28)
1φ3W

CE5.5□-3C(HIVE28)

メンテ用

CE5.5□-3C E2.0(#30WP)
1φ3W

鋼板製(鋼管柱取付用)

100V

5.5□

ET ET

E2.0

ED

鋼管柱7m

倉庫

支線

４

別図詳細図(E-5)参照

（参考寸法：250W×320H×160D） （参考寸法：300W×420H×160D）

井戸ポンプ電源改修配置図
令和７年度　スポーツ施設整備事業
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査図： 部長： 課長： 主任： 担当： 日付： 図番：

－

縮尺：

A2版：100%
有限会社
一級建築士事務所広島県登録 18(1) 第 0951 号

一級建築士登録 第 85366 号

元 廣 清 志

図面名：工事名：

安宿区民プール解体工事
元廣建築設計事務所

Ｅ

DV2.6-3R(架空)
1φ3W

Ｌ

鋼管柱 7m

CE5.5□-3C(#30WP)(HIVE28)

倉庫

1 2
PB VE150□×150(SUS･WP)

WPE

凍結防止用 100V

井戸ポンプ

1φ200V

1φ100V

CE3.5□-2C×2 E1.6(FEP30)

1/50

P

CE3.5□-2C E1.6(#24WP)(HIVE22)

埋設表示シート布設

詳細図　S=1/50

管路掘削及埋戻し

地中埋設標

支線（
法面可）

ED

E2.0(HIVE16)

既存側溝の下部を通す

2,7
00

≒

５井戸ポンプ電源改修詳細図
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縮尺： 査図： 部長： 課長： 主任： 担当： 日付： 図番：工事名： 図面名：

一級建築士登録 第 85366 号有限会社 元廣建築設計事務所
A2版：100%

一級建築士事務所広島県登録 18(1) 第 0951 号 元 廣 清 志
A3版： 71%

ﾎﾟｽﾄ

門柱

渡廊下

Ｍ －

1/250

１機械設備 配置図
安宿区民プール解体工事

器具庫

便所
更衣室

廊下

更衣室

玄関

町道

体育室

町道

ステージ

公民館 ポーチ

倉庫

炊事場

便所

犬走り

渡廊下

倉庫

大プール
小
プー

ル

国道486

Ｎ

凡 例

解体建物等を示す

既存排水管を示す

既存設備再利用 設備機器及び配管等全て撤去処分
別図(Ｍ－３)参照

令和７年度　スポーツ施設整備事業
Ｒ７年



足洗場 ポンプ室

機械室

更衣室②

更衣室①

踏込

便所

非常口

管理口

UP

UP

水飲場

ｼｬﾜｰ場

腰洗場

大プール

消防口

S=1/100

小プール

DN

DN

DN

DN

ポーチ

洗面所

管理室

ﾍﾞﾝﾁｴﾘﾔ

脱水口 脱水口

階段１

階段２

昇降ﾗﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

注水口 ｻｲﾄﾞｽﾃｯﾌﾟ

ｻｲﾄﾞｽﾃｯﾌﾟ

排水溝

給(散)水栓

道路

R

R

R

R

R

100

100

10
0

10
0

50

50

50

50

40

40

50

50

50

50

75 75

40

20 20

50

20 20

50
50

バタ弁１００
GV50

GV50

設 備 平 面 図

CVA75

CVA65

50

50

65
65

既設排水桝（井がわ￠７００）

井がわ上部インターロッキング下地までカット、既設蓋でふたをする

既設管ＨＰ￠１５０

別 図 参 照

別図参照

別図参照

別図参照

ハンドル脱着式

S

S

S
S

S S S S

S

S

S

S

SSSS

バタ弁１００

100

25
25

75 75 75

757575

75
75

75

GV25
B-1

ドレッサージョイント￠７５＊１２ヶ

A3版： 71%

査図： 部長： 課長： 主任： 担当： 日付： 図番：

－

縮尺：

A2版：100%
有限会社
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一級建築士登録 第 85366 号

元 廣 清 志

図面名：工事名：

元廣建築設計事務所
1/100

安宿区民プール解体工事

※プール本体給排水設備全て撤去処分

Ｍ

倉庫

２既設機械設備平面図

Ｎ
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器   具   表

品　　　　名 仕　　様 参考品番 数量

２

１

　

　

１

１

　

　

ＫＴ５Ａ－５０

大　　便　　器

散 水 栓

床 排 水 金 物

手 洗 器

手 洗 器

Ｌ８　　Ｔ２０５　　Ｔ４Ａ　　Ｔ２２Ｓ　　化粧鏡 ＴＳ１１９ＡＳＲ３　棚 Ｓ３

Ｌ６０Ｎ　　Ｔ２０　　ＴＬ６０ＮＳ　　ＴＳ１２６Ｒ

洗 眼 水 栓

ホ ー ム 水 栓

水 栓 柱

Ｔ２４８Ｓ－１３

Ｔ２００Ｓ１３

Ｌ＝１，２００

タ オ ル リ ン グ ＴＳ１１５ＭＫ

床 上 掃 除 口

床 上 掃 除 口

排 水 共 栓 ＫＳＮＡＥＲ－５０

給 水 口 ノ ズ ル

給 水 口 ノ ズ ル

ＳＵＳＫＮー２５

ＳＵＳＫＮー４０

ＳＵＳＫＮー５０給 水 口 ノ ズ ル

オーバーフロードレン

オーバーフロードレン

ＳＲＶ－５０　　　（小プール用）

ＳＬＦ－５０　　　（大プール・洗体槽用）

シャワーヘッド ＴＢ１８Ａ

注 水 金 物

Ｔ２７－１３

同 上 Ｂ Ｏ Ｘ ＳＵＳ製　　ＫＳＢ－１（床埋込用）

ＫＹ－３０型・２５Ａ　　ＳＵＳ３０４製磨き仕上げ　　安全ゴムクッション付

２

２

１０

１

３

２

２

１

１

２

１０

２

３

７

１

１

４０ｍ3／Ｈ　　Ａ１フィルター　　ＰＡ４０－２０４型　　制御盤付　（ミウラ化学装置）

濾過能力　４０ｍ3／Ｈ　　三相　２００ｖ　　３．７ｋｗ　４Ｐ

薬液注入ポンプ、薬液タンク（１００Ｌ）　　残留塩素測定器共
濾 過 器

２

ＣＶＡ－７５

ＣＶＡ－６５

井 戸 ポ ン プ
１

２

Ｓ Ｕ Ｓ 手 洗 台

Ｓ Ｕ Ｓ 手 洗 台 Ｗ１６１０　Ｄ５００　Ｈ１６５

１

１

Ｗ２３８０　Ｄ５００　Ｈ１６５

A3版： 71%

査図： 部長： 課長： 主任： 担当： 日付： 図番：

－

縮尺：

A2版：100%
有限会社
一級建築士事務所広島県登録 18(1) 第 0951 号

一級建築士登録 第 85366 号

元 廣 清 志

図面名：工事名：

元廣建築設計事務所
安宿区民プール解体工事

Ｃ７５０ＡＶ　ＴＳ１１６Ｒ

川本　ＪＦ４００Ｔ(深井戸仕様)　三相２００Ｖ

10
0V
U

機械室

更衣室②

更衣室①

踏込

便所

非常口

管理口

UP

UP

水飲場

ｼｬﾜｰ場

腰洗場

DN

DN

DN

DN

ポーチ

洗面所

管理室

足洗場
階段１

階段２

ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞN

S

S S

S

R

R

R

R

100

100

100

100100

10
0

20
0

20
0

50

50

50

50

50

50

20

2020

20

20

25
20

25

25

40 40

25

75

75 75

25

共栓５０

共栓５０

流し排水金物５０（下部ビットへ排水）

流し排水金物５０（下部ビットへ排水）

GV50

バタ弁８０

薬液タンク

排水桝（建築工事）

会 所 桝

排水桝（建築工事）

濾 過 器

別図参照

別図参照

別図参照

BV25

40GV40

20

50
B-1
GV50

吐水口下端にレベル調整

20

便所

便所

100VU
75VU

75
VU

40

ポンプ室

20mm

40mm

地域センターへ

集会所へ

30･30

25
20

JF
40

0T
(三

相
20
0V
)

管底GL-300

切断後100DLにて立ち上げ後
みかげ蓋φ100設置

設備機器及び配管等全て撤去処分

１

35
0

1,
10
0

1,960

犬走天バ

保護コンクリート

側溝

10
0

25
0

掃除口（ＶＵ継手）

100VU

75
VU 75VU

１

既存設備再利用

Ｍ

※機器類及び配管類全撤去処分

1/50

設備平面図 1/50

３既設機械設備詳細図
令和７年度　スポーツ施設整備事業
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+100

凡 例

コンクリート製標示杭 60x60x300 ストレート

A3版： 71%

査図： 部長： 課長： 主任： 担当： 日付： 図番：

－

縮尺：
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一級建築士登録 第 85366 号

元 廣 清 志

図面名：工事名：

元廣建築設計事務所
安宿区民プール解体工事

D-50

側溝コア開け
(φ88)

10
0

20
030
0

50
0

既設ポンプ
JF400T

吸込管VP30

VP100

▽ＧＬ 15
0

36
0

30
ﾓﾙ

ﾀﾙ
50

10
0

← →

既存側溝ＡPRC製U型 300B

配
管
及
び
ポ
ン

プ
撤
去 防振ゴム

(t=10mm程度)

ポンプ廻り詳細図　Ｓ＝1：30

SUSﾆｯﾌﾟﾙ25A

SUSｴﾙﾎﾞ25A

ｲﾝｻｰﾄHIVS25A

→←

VP
50

DV50A

←

→
→

←

BV25A(TLNT同等品)

40
0

HI
VP

30

HIVP25

原紙･ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ(Ｂ･ロ･Ⅰ) 新設ポンプ
JF400S2

原紙･ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ(Ｂ･ロ･Ⅰ)
φ80GW保温筒･鉄線･ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ φ32GW保温筒･鉄線･ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

凍結防止ヒーター(ｻｰﾓ付･単相100V)×1.0ｍ

新設平面図　Ｓ＝1：30

新設断面図　Ｓ＝1：30

現状断面図　Ｓ＝1：30

±0

+60

側溝Ｂ 既存のまま

地域センターへ

集会所へ

30･30
(ジェット部既設再利用)

既設量水器40mm

既設量水器20mm

量水器に接続

HI
VP
25

HI
20

HI
25

BV25A
D-50

VP
50

40
0

300

平面配置図　Ｓ＝1：50

30
0

給水管HIVP25

10
0
32

10
0

20
0 15
0

50

給水管HIVP25

埋設表示テープ

新設給水管埋設　断面図　Ｓ＝1：20

山砂の類

山砂の類

43
2 30

0
32

10
0

Ｍ

※給水経路は現地調査再確認のこと。

1/30･50

４給水設備平面図･ポンプ廻り詳細図

新設ポンプ(JF400S2同等品)

埋戻し：購入土

HI20

HI25

+40

吸
込

管
･圧

力
管

及
び

ジ
ェ

ッ
ト

部
再

利
用

吸
込
管
･圧

力
管
及
び
ジ
ェ

ッ
ト
部
再
利
用

既存側溝ＡPRC製U型 300B
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１個１００Ａ　ＰＶＣ管　（ＪＩＳ５ＫＦ）薬注短管

１　式薬注ユニット

枠：ＰＰ　４６枚組，ヘッダー：ステンレス，ろ布：テトロン　４５枚組　自動エアー抜付

２０Ａ　ボ－ル弁　材質　Ｃ３７７１ＢＥ　　ネジ込

スラリ－供給弁

１００Ａ　バタフライ弁　材質　ＡＤＣ／ＥＰＤＭ　，弁体ＳＣＳ１４

C２９０x６００
Ｈ
　ＳＳ／溶融亜鉛メッキ

２方コック　材質　ＢＣ　ネジ込

循環バルブ

１００Ａ　ＳＧＰ／溶融亜鉛メッキ　（ＪＩＳ５ＫＦ）

3

6

モーター

１　個

４　個

ヘヤーキャッチャー

１　個

圧力計

14

12 １　個

ブルドン管式　１０ＡxC１００　Ｃ３６０４ＢＤ／ＡＢＳ樹脂，　メートルコック付

圧力スイッチ

１　台

40A

11

15

手動５方コック　１００Ａ　ＢＣ

C３８０x５００
Ｈ
　ＳＳ／溶融亜鉛メッキ

4

1

給水コック

5

１式

１　組

ＳＮＳ型　口径　１０Ａ

１　個

５方コック

2

25A

7

8

全閉外扇形　５．５
ｋＷ

x２００
Ｖ
　４Ｐ　６０Ｈｚ

１　台

ろ過エレメント

ろ過ポンプ

２方コック　材質ＢＣ　ネジ込み

13

9

10

１　個

１　台スラリータンク

１　台

２　個

ドレンバルブ

酉島　ＣＥＲ　８０－２００　６０Ｈｚ　　ＦＣベース式

機内配管

１　面屋内壁掛型　動力盤操作盤16

（薬液タンク１００Ｌ　ＰＥ　ポンプ下置型）

ダイヤフラム式定量注入ポンプ１０Ｗ　１００～２４０
Ｖ
　１C　５０Ｈｚ／６０Ｈｚ

品番 名　　　称 仕　　　　　　　　　様 数　量

(屋外対応形)

80φ×65φ×1000L/min×19m

型　　式　　　　ＰＡ６０－２０６

能　　力　　　　　６０　ｍ
３
／ｈ

100A

100A

20A

uヘヤーキャッチャーu

排水
100A

uスラリータンクu

PG

40A

uポンプu

u５方コック１００Ａu

ろ過エレメント

原水

PG

100A

ろ水

100A

25A

100A

100A

25A

25A 25A

Ｐ

u滅菌機u

１０Ａ

１５Ａ

100Ax80A

100Ax65A

採水栓１０Ａ

二次側結線仕様

ａ．ろ過ポンプ　　　　　　　　ＣＶ　５．５
□

　－４
Ｃ

　（３６）

ｂ．塩素滅菌機　　　　　　　　ＣＶ　２
□

　－４
Ｃ

　（２２）

１０

１６

ｂ

u操作方向u

７ ９ １

４ ５ ６

ａ

１３
採水栓

銘板取付位置

１４ １２ １１ ２ ８ ３

887
1
0
0

2
5
5

1
2
0
0

4
2
0

1
5
5
1

１５

滅菌剤注入口

１５

7
8
0
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Ｍ
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５ろ過機撤去図
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参 考 数 量 書 

 

 

 

工事名称：令和 7年度 スポーツ施設整備事業 

安宿区民プール解体工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜注意事項＞ 

１ 本工事は、数量公開の対象工事です。 

 

２ この数量書は適正な積算のための参考指標として数量を示すものです。 

数量は参考数量であり、設計図書ではありません。内容の如何にかかわらず、契約

上の拘束をするものではありません。 

 

３ この参考数量書の内容に疑義のある場合は､設計図書に対する質疑書とは別に、別

添様式の「数量に関する参考質問応答書」を提出すること。なお、提出期間、閲覧

期間及び提出・閲覧方法は、入札公告の質問書提出期間、回答書閲覧期間に掲げる

期間及び提出・閲覧方法とする。 

 



数量に関する参考質問応答書 
 

 

番号 質 問 事 項 回   答 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

工事名称 
令和 7年度 スポーツ施設整備事業 

安宿区民プール解体工事 

見積者名 印  

東広島市 都市交通部 営繕課 

 



工事名称 令和7年度　スポーツ施設整備事業
安宿区民プール解体工事

工事場所 東広島市豊栄町安宿



工事費内訳 1

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接工事費      

建築工事        
1   

式
電気設備工事    

1   
式

機械設備工事    
1   

式
計

共通費          

  共通仮設費    
1   

式
  現場管理費    

1   
式

  一般管理費等  
1   

式
計

工事価格        
1   

式
消費税等相当額  

1   消費税率 10 ％
式

工事費          
1   

式



工事種別内訳 2

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

建築工事        
1   

式
電気設備工事    

1   
式

機械設備工事    
1   

式
計



建築工事　種目別内訳 3

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

プール附属棟、プール本体及びプー
ルサイド他      1   

式
計

電気設備工事  種目別内訳 4

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

プール附属棟、プール本体及びプー
ルサイド他      1   

式
計



機械設備工事　種目別内訳 5

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

プール附属棟、プール本体及びプー
ルサイド他      1   

式
計



建築工事　科目別内訳 6

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接仮設        
1   

式
とりこわし      

1   
式

アスベスト除去  
1   

式
外構            

1   
式

発生材処理      
1   

式
計

電気設備工事  科目別内訳 7

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

撤去工事        
1   

式
発生材処理      

1   
式

改修工事        
1   

式
計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他



機械設備工事　科目別内訳 8

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

撤去工事        
1   

式
発生材処理      

1   
式

改修工事（井戸ポンプ庫）
1   

式
計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他



建築工事　中科目別内訳 9

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接仮設        

1   
式

計

とりこわし      建物等          

1   
式

計

アスベスト除去  

1   
式

計

外構            

1   
式

計

発生材処理      運搬            

1   
式

発生材処理      処分            

1   
式

計

電気設備工事  中科目別内訳 10

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　  　　　考

撤去工事        

1   
式

計

発生材処理      

1   
式

計

改修工事        井戸ポンプ、電源改修

1   
式

計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他



機械設備工事　中科目別内訳 11

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　　　　　　考

撤去工事        

1   
式

計

発生材処理      

1   
式

計

改修工事（井戸ポンプ庫） 給水設備        

1   
式

改修工事（井戸ポンプ庫） 排水設備        

1   
式

改修工事（井戸ポンプ庫） 屋外給水設備    

1   
式

計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他



建築工事　細目別内訳 12

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

外部足場        別紙 00-0001
1   

式
災害防止        別紙 00-0002

1   
式

仮設材運搬      別紙 00-0003
1   

式
アスベスト除去用

外部足場        アスベスト除去用                別紙 00-0004
1   

式
内部足場        アスベスト除去用                別紙 00-0005

1   
式

仮設材運搬      アスベスト除去用                別紙 00-0006
1   

式
計

建築工事  細目別内訳 13

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

PHC杭解体       引き抜き工法(ｵｰｶﾞｰｹｰｼﾝｸﾞ工法)   
300φ　L＝11ｍ                  44   
撤去後：山砂等充填              本

組立・解体輸送  標準運搬・組立・解体費          
（諸経費共）                    1   

回
基礎部躯体      砂利地業　捨てｺﾝ・集積積込み共  
とりこわし      76.8 

ｍ3
基礎部躯体      ｺﾝｸﾘｰﾄ　鉄筋切断　集積積込み共  
とりこわし      117   

ｍ3
上部躯体        ｺﾝｸﾘｰﾄ　鉄筋切断　集積積込み共  
とりこわし      11.5 

ｍ3
壁ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ   集積積込み共                    
撤去            72.9 

㎡
床              
特殊塩ﾋﾞ製ﾏｯﾄ   20.7 
撤去            ㎡
壁              厚60                            
押出成形ｾﾒﾝﾄ板  14.8 
撤去            ㎡
屋根            山高90　鋼板                    
折板葺撤去      70.5 

㎡
ｱﾙﾐ製建具撤去   

14.7 
㎡

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去     
3.3 

㎡
道路側擁壁撤去  別紙 00-0007

1   
式

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ撤去     H=1200                          
38   

ｍ
仕切ﾌｪﾝｽ撤去    H=1000                          

5.4 
ｍ

床              180*180*60                      
ｲﾝﾀﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ  183   
撤去            ㎡

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 直接仮設

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 とりこわし 建物等



建築工事　細目別内訳 14

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

盛土撤去        
179   

㎡
計

建築工事  細目別内訳 15

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

直接仮設費      

ｾｷｭﾘﾃｨｰﾙｰﾑ設置・ 更衣室・洗身室・前室・機器損料含
解体            む                              1   

セット
負圧除塵機設置・ HEPAﾌｨﾙﾀｰ・機器損料含む         
撤去            1   

台
安全機器損料    真空掃除機等                    

1   
式

仮設資材等運搬費
1   

式
アスベスト除去費

床養生          ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸｼｰﾄ(厚0.15mm以上)二重   
92.9 

㎡
天井・壁養生    ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸｼｰﾄ(厚0.08mm以上)       

340   
㎡

天井ﾍﾞﾆﾔ養生    
55   

㎡
その他養生      

1   
式

飛散防止剤塗布  除去面                          
128   

㎡
ｱｽﾍﾞｽﾄ除去      外壁(複層塗材Si下地調整材共)    

集じん装置付きﾃﾞｨｽｸｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ工 90   
法                              ㎡

ｱｽﾍﾞｽﾄ除去      天井(外装薄塗材E下地調整材共)   
集じん装置付きﾃﾞｨｽｸｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ工 37.9 
法                              ㎡

ｶﾊﾞｰｱｯﾌﾟ材塗布  養生面                          
433   

㎡
廃石綿密封処理  二重梱包                        

4.5 
ｍ3

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 とりこわし 建物等

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 アスベスト除去



建築工事　細目別内訳 16

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

清掃費          施工区画                        
92.9 

㎡
廃棄物場内小運搬

4.5 
ｍ3

消耗品費        防護服・靴袋ｶﾊﾞｰ・手袋・ﾏｽｸ等   
1   

式
諸官庁申請書類作
成費            1   

式
粉じん濃度測定費

(1)処理作業前   処理作業室                      
3   

点
(1)処理作業前   施工区画周辺又は敷地境界        

2   
点

(2)処理作業中   処理作業室内                    
3   

点
(2)処理作業中   ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口                 

空気の流れを確認                1   
点

(2)処理作業中   負圧･除じん装置の排出口         
除じん装置の性能確認            1   

点
(2)処理作業中   施工区画周辺又は敷地境界        

4   
点

(3)処理作業後   処理作業室内                    
(離隔ｼｰﾄ撤去前) 3   

点
(3)処理作業後   施工区画周辺又は敷地境界        
(離隔ｼｰﾄ撤去前) 4   

点
発生材処理費    

特別産業廃棄物  ４ｔ                            
運搬費          1   

台

建築工事  細目別内訳 17

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

特別産業廃棄物  
処分費          4.5 

ｍ3
計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 アスベスト除去

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 アスベスト除去



建築工事　細目別内訳 18

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

U型側溝　新設   300B                            別紙 00-0008
1   

式
根切り          小規模土工                      

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.13m3                    46.9 
ｍ3

埋戻し          小規模土工         ﾊﾞｯｸﾎｳ0.13m3 
D種（再生ｺﾝｸﾘｰﾄ砂）             43.1 

ｍ3
建設発生土運搬  

46.9 
ｍ3

建設発生土処分  
46.9 

ｍ3
補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 空洞ﾌﾞﾛｯｸC(16) 厚さ100㎜ 外  壁 
帳壁            3.5 

㎡
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し  金ごて 直均し仕上げ             
仕上げ          2.1 

㎡
ﾌﾞﾛｯｸ天端ﾓﾙﾀﾙ塗 金ごて 幅100                    
り              5.8 

ｍ
盛土            ﾊﾞｯｸﾎｳ0.45m3                    

D種（再生ｺﾝｸﾘｰﾄ砂）             68.7 
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ敷きならし・ﾊﾞﾗｽ移動含む ｍ3

北側階段撤去部分
ﾓﾙﾀﾙ補修        0.3 

㎡
ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ         H=1200                          

既製ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎(180*180*450)     11   
6か所共                         ｍ

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ扉       片開き　W1000×H1200            
既製ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎(300*300*600)     1   
2か所共                         か所

張りｺﾝｸﾘｰﾄ      呼び強度24　C-7-10              
溶接金網、路盤工共              134   

㎡
計

建築工事  細目別内訳 19

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

発生材運搬      別紙 00-0009
1   

式
計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 外構

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 発生材処理 運搬



建築工事　細目別内訳 20

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

発生材処分      別紙 00-0010
1   

式
ｽｸﾗｯﾌﾟ          別紙 00-0011

1   
式

計

電気設備工事  細目別内訳 21

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

幹線、動力撤去  別紙 00-0012
1   

式
電灯コンセント設 別紙 00-0013
備撤去          1   

式
電話設備撤去    別紙 00-0014

1   
式

計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 発生材処理 処分

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 撤去工事



電気設備工事　細目別内訳 22

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

発生材運搬      別紙 00-0015
1   

式
発生材処分      別紙 00-0016

1   
式

ｽｸﾗｯﾌﾟ          別紙 00-0017
1   

式
計

電気設備工事  細目別内訳 23

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚ 1.6㎜                           
ﾝ絶縁電線(EM-IE) 19   

ｍ
600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚ 2.0㎜                           
ﾝ絶縁電線(EM-IE) 3   

ｍ
EM-CEｹｰﾌﾞﾙ      3.5mm2- 2C 管内                 

34   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ      5.5mm2- 3C 管内                 
23   

ｍ
DV電線          2.6㎜  -3R                      

47   
ｍ

バインドレスガイ 2.6用                           
シ              6   

個
波付硬質合成     (30)                           
樹脂管(FEP)     15   

ｍ
耐衝撃性        隠ぺい・埋込配管 16㎜           
硬質ﾋﾞﾆﾙ管(HIVE) 2   

ｍ
耐衝撃性        隠ぺい・埋込配管 22㎜           
硬質ﾋﾞﾆﾙ管(HIVE) 3   

ｍ
耐衝撃性        隠ぺい・埋込配管 28㎜           
硬質ﾋﾞﾆﾙ管(HIVE) 22   

ｍ
電線管          30#WP                           

2   
ｍ

電線管          24#WP                           
1   

ｍ
エントランスキャ VE28                            
ップ            4   

個
埋設シート      W150                            

15   
ｍ

接地工事        ED                              
1   

か所

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 発生材処理

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 改修工事 井戸ポンプ、電源改修



電気設備工事　細目別内訳 24

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

鋼管柱          7ｍ                             
1   

本
同上支線        

1   
式

送り開閉器盤　Ｓ 鋼板製　WP                      
1   

面
電灯盤　　　　Ｌ 鋼板製　WP                      

1   
面

金属製          25(22) 1方出                    
露出丸形ﾎﾞｯｸｽ   1   

個
プルボックス    150×150×150　SUS WP           

1   
個

防水コンセント  2P15A×2　E付                   
1   

組
高所作業車      12ｍ                            

1   
式

掘削、埋戻し    
2.3 

ｍ3
地中埋設標      ｺﾝｸﾘｰﾄ製                        

4   
個

計

機械設備工事  細目別内訳 25

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

衛生器具設備撤去 別紙 00-0018
1   

式
給水設備撤去    別紙 00-0019

1   
式

排水設備撤去    別紙 00-0020
1   

式
計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 改修工事 井戸ポンプ、電源改修

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 撤去工事



機械設備工事　細目別内訳 26

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

発生材運搬      別紙 00-0021
1   

式
発生材処分      別紙 00-0022

1   
式

計

機械設備工事  細目別内訳 27

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

給水・耐衝撃性  機械室・便所    25A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 2.3 

ｍ
ポンプ据付      

1   
か所

保温工事        別紙 00-0023
1   

式
ゲートバルブ    25                              

1   
個

計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 発生材処理

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 改修工事（井戸ポンプ庫） 給水設備



機械設備工事　細目別内訳 28

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

排水・硬質ﾎﾟﾘ   地中配管        50A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      8.3 
(VP)            ｍ
床上目皿        VP用　D50A                      

1   
個

コア抜き        88φ                            
1   

か所
モルタル補修    

1   
か所

計

機械設備工事  細目別内訳 29

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

給水・耐衝撃性  地中配管        20A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 0.8 

ｍ
給水・耐衝撃性  地中配管        25A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 9.2 

ｍ
根切り(機械)    ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3                   

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      1.9 
ｍ3

山砂            
1   

ｍ3
埋戻し          機 械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3             

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      0.9 
ｍ3

埋設標識ﾃｰﾌﾟ    150幅                           
10   

ｍ
地中埋設標      ｺﾝｸﾘｰﾄ製                        

2   
個

建設発生土運搬  
1.9 

ｍ3
建設発生土処理  

1.9 
ｍ3

計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 改修工事（井戸ポンプ庫） 排水設備

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 改修工事（井戸ポンプ庫） 屋外給水設備



建築工事　別紙明細 30

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

外部足場        別紙 00-0001
1   

式
単管一本足場    

139   
㎡

計

災害防止        別紙 00-0002
1   

式
防音ｼｰﾄ         

139   
㎡

計

仮設材運搬      別紙 00-0003
1   

式
単管一本足場    

139   
㎡

防音ｼｰﾄ         
139   

㎡
計

建築工事　別紙明細 31

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

外部足場        アスベスト除去用                別紙 00-0004
1   

式
単管足場        

183   
㎡

計

内部足場        アスベスト除去用                別紙 00-0005
1   

式
脚立足場        

37.9 
㎡

計

仮設材運搬      アスベスト除去用                別紙 00-0006
1   

式
単管足場        

183   
㎡

脚立足場        
37.9 

㎡
計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 直接仮設

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 直接仮設



建築工事　別紙明細 32

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

道路側擁壁撤去  別紙 00-0007
1   

式
ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ撤去     H=1200                          

10.6 
ｍ

基礎部躯体      ｺﾝｸﾘｰﾄ　鉄筋切断　集積積込み共  
とりこわし      4.7 

ｍ3
計

建築工事　別紙明細 33

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

U型側溝　新設   300B                            別紙 00-0008
1   

式
U形側溝         300B     -        再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ   

52.1 
ｍ

計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 とりこわし 建物等

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 外構



建築工事　別紙明細 34

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

発生材運搬      別紙 00-0009
1   

式
砂利･砕石類     

59.1 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ類        
146   

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄ類        

4.7 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・押 
出成形ｾﾒﾝﾄ板類  16.2 

ｍ3
ﾓﾙﾀﾙ類          

22   
ｍ3

陶磁器類        
0.03

ｍ3
廃ﾌﾟﾗ類         

0.7 
ｍ3

木材類          
0.1 

ｍ3
金属類          

0.6 
ｍ3

ｶﾞﾗｽ類          
0.04

ｍ3
建設発生土      

179   
ｍ3

計

建築工事　別紙明細 35

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

発生材処分      別紙 00-0010
1   

式
砂利･砕石類     

59.1 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ類        
146   

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄ類        

4.7 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・押 
出成形ｾﾒﾝﾄ板類  16.2 

ｍ3
ﾓﾙﾀﾙ類          

22   
ｍ3

陶磁器類        
0.03

ｍ3
廃ﾌﾟﾗ類         

0.7 
ｍ3

木材類          
0.1 

ｍ3
金属類          

0.6 
ｍ3

ｶﾞﾗｽ類          
0.04

ｍ3
建設発生土      

179   
ｍ3

計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 発生材処理 運搬

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 発生材処理 処分



建築工事　別紙明細 36

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ｽｸﾗｯﾌﾟ          別紙 00-0011
1   

式
ｽｸﾗｯﾌﾟ(鉄)Ｈ2   

▲0.7 
ｔ

ｽｸﾗｯﾌﾟ(鉄)Ｈ3   
▲7.7 

ｔ
ｽｸﾗｯﾌﾟ(ｱﾙﾐ)     

▲0.2 
ｔ

ｽｸﾗｯﾌﾟ(ｽﾃﾝﾚｽ)   18Cr：8Ni                       
▲0.2 

ｔ
計

電気設備工事　別紙明細 37

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

幹線、動力撤去  別紙 00-0012
1   

式
電線            IV2.0                           

86   
ｍ

電線            IV5.5                           
27   

ｍ
電線            IV8                             

6   
ｍ

ケーブル        CV8-3C                          
6   

ｍ
ケーブル        VVF1.6-2C                       

2   
ｍ

ケーブル        VVF2.0-3C                       
1   

ｍ
電線管          HIVE16                          

1   
ｍ

電線管          HIVE22                          
3   

ｍ
電線管          HIVE28                          

4   
ｍ

プルボックス    200×200×100　SUS WP           
1   

個
動力盤          Ｍ－１　鋼板製                  

1   
面

ろ過機操作盤    鋼板製                          
1   

面
電灯盤          Ｌ－１　鋼板製                  

1   
面

計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 発生材処理 処分

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 撤去工事



電気設備工事　別紙明細 38

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

電灯コンセント設 別紙 00-0013
備撤去          1   

式
電線            IV1.6                           

143   
ｍ

電線            IV2.0                           
89   

ｍ
照明器具Ａ      FL40W×1                        

4   
台

照明器具Ｂ      IL 100W                         
2   

台
照明器具Ｃ      IL 40W                          

2   
台

埋込スイッチ    1P15A×1                        
2   

組
埋込スイッチ    1P15A×2                        

3   
組

埋込コンセント  2P15A×2                        
3   

組
埋込コンセント  2P15A×2　ET付                  

1   
組

防水コンセント  2P15A×2                        
3   

組
防水コンセント  2P15A×2　E付                   

2   
組

計

電気設備工事　別紙明細 39

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

電話設備撤去    別紙 00-0014
1   

式
電話ケーブル    0.65-2C                         

9   
ｍ

電線管          HIVE16                          
2   

ｍ
電話機          

1   
台

計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 撤去工事

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 撤去工事



電気設備工事　別紙明細 40

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

発生材運搬      別紙 00-0015
1   

式
現場発生品・支給 ｸﾚｰﾝ装置付4t級2.9t吊（参考）    
品運搬          荷台長L=3.4m　荷台幅W=2.0m      1   

20.0km以下 2.0t超2.6t以下       回
計

発生材処分      別紙 00-0016
1   

式
金属くず        

0.01
ｔ

廃ﾌﾟﾗ           
0.01

ｔ
ｶﾞﾗｽくず        

0.14
kg

ﾅｹﾞｯﾄ処理       
5.1 

kg
産業廃棄物処分  その他の産業廃棄物              

1   
kg

計

電気設備工事　別紙明細 41

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ｽｸﾗｯﾌﾟ          別紙 00-0017
1   

式
鉄くず          H1                              

▲0.03
ｔ

ステンレスくず  
▲1.9 

kg
１号銅線くず    電線・ｹｰﾌﾞﾙ                     

▲10.7 
kg

２号銅線くず    電線・ｹｰﾌﾞﾙ                     
▲0.03

kg
計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 発生材処理

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 発生材処理



機械設備工事　別紙明細 42

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

衛生器具設備撤去 別紙 00-0018
1   

式
和風大便器撤去  

2   
組

タオルリング撤去
3   

組
水栓柱撤去      

1   
組

手洗い器撤去    
3   

組
計

機械設備工事　別紙明細 43

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

給水設備撤去    別紙 00-0019
1   

式
ｼｬﾜｰﾍｯﾄﾞ撤去    

3   
個

洗眼水栓撤去    
2   

個
ホーム水栓撤去  

10   
個

散水栓撤去      
1   

個
井戸ポンプ      

1   
個

ろ過機撤去      
1   

台
HIVP撤去        20A                             

71.3 
ｍ

HIVP撤去        25A                             
28.2 

ｍ
HIVP撤去        40A                             

7.8 
ｍ

計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 撤去工事

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 撤去工事



機械設備工事　別紙明細 44

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

排水設備撤去    別紙 00-0020
1   

式
VP撤去          25A                             

1   
ｍ

VP撤去          40A                             
7.2 

ｍ
VP撤去          50A                             

53.3 
ｍ

VP撤去          65A                             
8.3 

ｍ
VP撤去          75A                             

36.3 
ｍ

VP撤去          100A                            
37.9 

ｍ
VP撤去          200A                            

3.6 
ｍ

VU撤去          75A                             
60.3 

ｍ
VU撤去          100A                            

4.6 
ｍ

VU撤去          200A                            
2.1 

ｍ
計

機械設備工事　別紙明細 45

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

発生材運搬      別紙 00-0021
1   

式
陶磁器類        

0.05
ｔ

金属類          
0.9 

ｔ
廃ﾌﾟﾗ類         

0.5 
ｔ

計

発生材処分      別紙 00-0022
1   

式
陶磁器類        

0.05
ｔ

金属類          
0.9 

ｔ
廃ﾌﾟﾗ類         

0.5 
ｔ

計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 撤去工事

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 発生材処理



機械設備工事　別紙明細 46

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

保温工事        別紙 00-0023
1   

式
給水管 保温     ｸﾞﾗｽｳｰﾙ                         

天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧筒 3.7 
 25A                            ｍ

計

プール附属棟、プール本体及びプールサイド他 改修工事（井戸ポンプ庫） 給水設備



共通仮設費(積上)　明細 47

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ       W6.0×H1.8ｍ                    
1   

か所
仮囲い          鋼板　H=2.0ｍ                   

52.9 
ｍ

交通誘導員      
10   

人
機械回送費      

1   
式

仮設鉄板敷      
111   

㎡
仮設暗渠        別紙 00-0024

1   
式

工事中情報共有ｼｽ
ﾃﾑ              1   

式
計



共通仮設費(積上)  共通費別紙明細 48

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

仮設暗渠        別紙 00-0024
1      

式
仮設暗渠        250φ                           

26      
ｍ

仮設暗渠        撤去・復旧                      
26      

ｍ
計


